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ティグレ州の保健センターで、子どもたちに栄養価の高いお粥を与えるユニセフ・エチオピアの保健専門官。
センターでは、地域の子どもとその家族に、保健、栄養、水と衛生サービスを提供している

1. 

すべての子どものために

成果を
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2016 年、世界各地で子どもたちが、前代未聞ともいえる困難に直面しました。重
大な危機や不安定な状況が発生した際、最も高いリスクにさらされるのは、最も貧
しく最も脆弱な環境に置かれた子どもたちです。ユニセフは、中期事業計画 2014
～ 2017 年に基づき、“成果を出す” 支援を届け続けています。

2016 年は、紛争や移民・難民危機、
自然災害によって人道支援を必要とし
た人の数が 1 億 2,500 万以上に上り
ました。75 カ国でジカウイルスが女
性や子どもたちの健康を脅かし、もと
もと食料不足と栄養不良が蔓延してい
た数十カ国ではエルニーニョ現象によ
る干ばつが深刻化しました。イラク、
南スーダン、シリアなどでは武力紛争
が継続し、世界中で広がる移民・難民
問題は第二次世界大戦以来の規模に達
しています。

ユニセフは 70 年前の大戦終結時に
設立された機関ですが、2016 年に発

生あるいは深刻化した危機は、これま
で以上にその必要性を認識させるもの
でした。

2016 年 は、2015 年 後 半 に 国 際
社会全体の目標として採択された

「2030 年に向けた持続可能な開発目
標（SDGs）」をはじめ、災害対策や
気候変動、開発資金調達に関するさま
ざまな国際的取決めが本格的に始動し
た年でもありました。こうした国際協
定は、現在策定しているユニセフの次
期中期事業計画（2018 ～ 2021 年）
と共に、今後のユニセフの活動の枠組
みを提示する指針になっています。

下： ジンバブエで、容器を持って水を汲み
に行く女性と子どもたち
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進展と格差

子どもたちを取り巻く状況は世界各
地で大きく改善しています。1990 年
には 1,270 万人だった 5 歳未満の子
どもの死亡数は、2015 年には 590
万人まで減少しました。栄養不良児の
割合も 1990 年の半分近くに減少し
ています。低中所得国の初等教育の純
就学率は 2015 年に 91% に達し、初
等教育におけるジェンダー格差も縮ま
りつつあります。また、15 歳未満の
HIV の新規感染数は、2010 年の半分
以下に減少しました。

しかし一方で、深刻な格差も残って
います。サハラ以南のアフリカでは、
5 歳未満の子どもの死亡率が高所得国
の 12 倍に達しています。国内の格差
も激しく、最貧困層の家庭の子ども
たちは最富裕層の家庭の子どもたち

効率化と迅速化

こうした課題に対応するため、2016 年、ユニセフは子どもたちのための活動
の拡充と効率化、迅速化を進める必要性に迫られました。

次ページ以降に、2016 年 1 年間でユニセフがパートナーと共に達成した成果
を重点分野ごとにまとめています。いずれの分野でもユニセフは、最も困窮し、
最も取り残された子どもたちと青少年のために発展を加速させること、そしてす
べての子どもの権利の実現を目指すユニセフの「公平性（Equity）」の原則を重視
しました。

に比べて発育阻害のリスクが 2 倍以
上高くなっているほか、学校の卒業
率が極端に低くなっています。大半
の国では、一世代前より格差が広がっ
ています。これは、貧困状態にある
子どもの多くが暮らす中所得国でも
例外ではありません。

また、およそ 5 億 3,500 万人の子
どもたちが紛争や自然災害、病気の
蔓延などの緊急事態が発生した国に
暮らしています。世界全体では 5,000
万人もの子どもたちが故郷を奪われ
ており、そのうち 2,800 万人は紛争
や武力衝突によって家を追われた子
どもたちです。さらに何百万人もの
子どもたちが、人身売買や性的暴行
を含む暴力や搾取、虐待に苦しめら
れています。自然災害や気候変動の
影響も世界各地で顕在化してきてい
ます。

右： 地震から1 カ月、ネパール・ゴルカ郡
で遊ぶ子どもたち
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人道支援

2016 年、ユニセフが実施した人道支援のハイライト

世界中で、紛争、自然災
害、健康を脅かす危機な
ど344件の人道危機に
対応した

イラクで避難を強いられ
た120万人あまりを含
む、人道支援を必要とす
る約2,900万人に安全
な水と衛生サービスを
届けた

災害や紛争の影響を受
けた子ども1,170万人
が基礎教育を受けられ
るよう支援した

チャレンジとレジリエンス

2016 年は、暴力や動乱、自然災害
が世界中で発生し、弱い立場にある子
どもたちが苦難を強いられた年でし
た。紛争や自然災害、病気の蔓延など
緊急事態にある国に暮らす子どもの数
は、2016 年末時点で世界の子どもの
数の 4 分の 1 近く（推定 5 億 3,500
万人）に上っています。こうした国々
では教育環境が崩れ、子どもたちの未
来が先行き不透明になっています。そ
して、多くの子ども時代が奪われてい
ます。

2016 年にユニセフが支援した子ど
もに関連する人道危機の数は、2005
年以来最大となる 108 カ国 344 件に
上りました。その活動は、安全な水や
栄養食、病気を予防するワクチンを提
供する短期的な緊急支援から、避難民
の生活再建や地域の復興を支援する長
期的支援まで、多岐にわたります。

深刻な人道危機が続くイラク、ナイ
ジェリアやチャド湖畔一帯、南スーダ
ン、シリア、イエメンでは、刻々と状
況が変わる中、命を守る支援を大規模
に届けるユニセフの能力が試されまし

た。同時に、世界中で進行している移
民・難民危機にも対応しなければなり
ません。ユニセフの支援は、故郷を奪
われた何千万人もの子どもたちと、暴
力や搾取の危険にさらされた子どもた
ちに届けられました。

さらに 2016 年は、エクアドル地
震やハイチを直撃したハリケーン「マ
シュー」など、過酷な自然災害が発生
し、大きな爪痕を残した年でもありま
した。人道支援と開発援助を結び付け
て考えるユニセフでは、防災への取り
組みを支援し、地域住民のレジリエン
ス（回復力）の向上を集中的に進める
ことによって、気候変動の影響を含め
今後起こりうる災害の影響をできる限
り緩和しようと試みています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#UkraineChildren.

2 月、ユニセフは、5 本の短編
アニメーションを公開しまし
た。ウクライナ東部の紛争下の
子どもたちが直面する課題を取
り上げたこの動画シリーズは、
紛争開始から丸 2 年が経過した
ものの、いまだ 50 万人以上の
子どもたちが影響を受けている
現状を踏まえ、ニューヨーク市
立大学でグラフィックデザイン
を専攻している学生たちと協力
して作成したものです。
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移民・難民危機を引き起こす紛争

重大な危機によって世界中で何
百万世帯もが家を追われた 2016 年、
ユニセフは、ナイジェリア北東部、
南スーダン、シリアの紛争地域とそ
の周辺地域など、最も危険で最も変
動の激しい状況下にある子どもたち
への支援を引き続き行いました。

紛争が続くシリアでは 2016 年、
子どもに対する深刻な暴力行為が過
去最高を記録し、数百人の子どもた
ちが爆撃や砲撃によって命を落とし
ました。国内の医療施設が集中的な
攻撃を受けて壊滅していなければ、
救えた命もありました。

またユニセフは、最も弱い立場に
ある人々に生活必需品を届ける活動
を拡充すると共に、紛争当事者の包

囲網の中に取り残された何十万人も
のシリア市民に支援を届けるべく輸
送路の確保を要求しました。

トルコでは、政府による教育のた
めの現金給付プログラムの拡充を支
援し、23 万人のシリア人の若者や脆
弱な環境にある子どもたちに支援を
届けました。資金は、シリアとその
周辺国でリスクにさらされている子
どもたちに継続的な教育機会を提供
する「失われた世代にしないために

（No Lost Generation）」 イ ニ シ ア
ティブの最大ドナーである欧州連合

（EU）から拠出いただいたものです。

ヨルダンでも、現金給付プログラ
ムの拡充を支援し大きな成果を上げ
ました。受給世帯の 95% が、この給
付金によって子どもに関連する費用
を十分賄えたと報告しています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#NoLostGeneration.

シリアの紛争開始から丸 5 年を
迎えた 3 月、暴力と恐怖の中
で避難生活を送っている同国の
5 歳未満の子ども 370 万人に
関する報告書を発表しました。
2013 年に始動した「失われた
世代にしないために（No Lost 
Generation）」イニシアティブ
を通じ、ユニセフはシリアの子
どもたちの教育の機会を取り戻
すため、懸命な努力を続けてい
ます。

右： ギリシャ国境付近、マケドニア旧ユー
ゴスラビア共和国・ゲヴゲリヤのトランジッ
トセンターのそばを歩く難民の子ども
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左上： イエメン北部のサーダで、紛争によっ
て破壊された家の残骸に腰掛ける男の子
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紛争と不安定化

紛争の続くイエメンでは、重大な人
道危機が発生しています。2016 年に
紛争の影響を受けていると報告された
人の数は 1,880 万人、そのうち半数
以上は子どもでした。家を追われた子
どもの数は 160 万人と推定されてお
り、栄養不良と見られる 5 歳未満の
子どもの数は 200 万人以上（そのう
ち 46 万 2,000 人は急性）に上って
います。さらに保健や水と衛生システ
ムの崩壊に追い打ちをかけるように、
2016 年後半にはコレラも流行しまし
た。

3 月、ユニセフは報告書を発表し、
イエメンの子どもたちへの深刻な暴力
被害について警鐘を鳴らしました。現
場では緊急対応チームが約 450 万人
に水と衛生サービスを提供し、約 470
万人の子どもたちにポリオワクチンの
予防接種を行っています。その他、教

育支援や心理社会的サポート、最貧困
家庭への現金給付など、さまざまな緊
急支援が行われています。

イラクでは武力衝突と治安の悪化が
深刻化し、1,000 万人に影響を与え
ました。武力衝突が頻発するファルー
ジャでは 8 万 5,000 人が故郷を追わ
れ、人道支援の届かないモスル市内に
は 100 万人以上の市民が取り残され
ました。

ユニセフは、イラクの教育を支援す
る機関を取りまとめる所謂「国連クラ
スター」の共同リーダーを務め、同国
の国内避難民 120 万人（半数は子ど
も）に水と衛生のサービスを提供し
ました。50 万人以上の子どもたちに
教材の提供も行っています。また、約
580 万人のポリオ予防接種と約 3 万
2,000 人のはしか予防接種を行った
ほか、2,000 人以上の新生児の家庭
訪問ケアを支援しました。

ユニセフの人道支援活動の鍵
は、各国政府からの拠出金と、皆
さまからお寄せいただくご寄付で
す。深刻な危機が何年も続く国に
おいて、緊急人道支援と長期的な
開発支援のギャップを埋めて継ぎ
目のない支援を行う上でも、お寄
せいただいたご支援が非常に大き
な役割を果たしました。

ユニセフの人道支援活動の最大
支援国は米国であり、次にドイ
ツ、英国、日本、国連中央緊急
対応基金（Central Emergency 
Response Fund：CERF）と続
きます。ソマリアでコレラが流行
した際には、CERF の資金を活用
し、ラジオスポット広告、資料や
教材、広告を使った衛生促進キャ
ンペーンを展開し、計 39 万人に
メッセージを届けました。また、
安全な水の利用を促進するため、
浄水タブレットも配布しました。

日本政府は、緊急援助資金だけ
でなく、ユニセフの活動全体への
無償資金協力も今後数年間にわ
たって、2015 年の予算額より各
年 3,000 万ドル以上増やしてい
ます。2016 年は、アフガニスタ
ンやハイチ、ミャンマーやパキス
タン、タジキスタンにおいて、緊
急人道支援から移行してさらに長
期的な開発支援を進めるために資
金が活用されました。

@UNICEF: 

人道支援
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@UNICEF: アドボカシー 2016 
#YemenChildren.

3 月、紛争開始から丸 1 年が経
過し、不安定な状況に陥ってい
るイエメンの人道危機の詳細を
まとめた報告書『瀬戸際に立つ
子どもたち（Children on the 
Brink）』を発表しました。武力
行使や補給路などのアクセスの
制限、資金難にも関わらず、ユ
ニセフは、イエメンの子どもや
女性たちに向けて栄養改善や安
全な水の提供、予防接種などの
支援を続けています。

#BringBackOurGirls.

ナイジェリアのチボックで数百
人の女子生徒が拉致されてから
丸 2 年が経過した 4 月、ユニ
セフは、報告書『チボックを超
え て（Beyond Chibok）』 を 発
表しました。カメルーン、チャ
ド、ニジェール、ナイジェリア
において 2014 年から 2015 年
までに自爆攻撃に巻き込まれた
子どもの数が急増していること
など、ボコ・ハラムの攻撃に伴
う 4 カ国の憂慮すべき状況がま
とめられています。

右上： ネパール・ヌワコット郡の避難テン
トに滞在するガンガ・アリヤルさん

2016 年初頭の霧の立ち込めた
金曜の朝、妊娠 9 カ月のガンガ・
アリヤルさん（20 歳）は、ユニ
セフの避難テントのヒーターの横
に腰を下ろしていました。トリス
リ病院に来たのは、ほんの数日前
のことです。そこは、約 1 年前
にネパールを襲ったマグニチュー
ド 7.8 の地震で大きな被害を受け
た病院でした。

ユニセフは、地震直後に被害の
最も大きかった 14 の郡の被災病
院に医療用テントを配布し、医療
サービスが継続できるように支
援しました。その後、妊産婦や授
乳中の母親と乳児たちの仮設住
宅として追加テントも設置しま
した。

ガンガさんの暮らすテントは暖
かく、整理整頓されており、中
にはベッドが 12 台横一列に並
んでいます。これらのテントは、

ユニセフと現地の全国公衆衛生
協会（National Public Health 
Association）が設置したもの
で、母親や乳児らが冬でも暖かく
過ごせるように断熱処理が施され
ています。

初めての出産でガンガさんは不
安になっていました。しかし、テ
ントにはラクシュミー・ギミレさ
んのような保健員がいて、ガン
ガさんが快適かつ健康に暮らせ
るよう目を配ってくれています。

「テントの中は安全よ」ラクシュ
ミーさんが声をかけます。ガンガ
さんは頷きつつも、「いろいろ心
配ごとがあって……。村の自宅の
こと、家族のこと。いつ再建でき
るのかも心配。少なくともこのテ
ントの中なら、生まれてくる子
が安全で暖かく過ごせるとは分
かっているのだけど」と、返事を
返しました。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
ガンガの物語：震災後のネパール、ぬくもりの中での出産
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南スーダンでも経済の悪化と政情の
不安定化によって紛争が複雑化し、人
道支援活動もリスクが高まって制限も
厳しくなりました。しかし、こうした
状況においても、困窮した何百万もの
南スーダンの子どもと女性のため、ユ
ニセフは命をつなぐ様々な支援を提供
し続けました。

南スーダンでは、重度の急性栄養不
良に苦しむ子ども 21 万 9,000 人近
くが、ユニセフの食料支援プログラ
ムの恩恵を受けています。また、31
万 4,000 人近くの子ども（そのうち
42% は女の子）が、危機的状況にお
いても教育を受けられるよう活動する

「 再 び 学 ぼ う（Back to Learning）」
イニシアティブの支援を受けていま
す。

チャド湖畔一帯　

武装勢力ボコ・ハラムによる暴力と
強奪行為によってチャド湖畔一帯で人
道危機が発生し、240 万人がカメルー
ン極北部、チャド西部、ニジェール南
東部、ナイジェリア北東部に逃れてい
ます。ユニセフは、栄養、水と衛生、
教育と保護、家族と離れ離れになった
子どもの追跡、安全なレクリエーショ
ン活動といった緊急支援を拡充しまし
た。

一連の混乱が最初に始まったナイ
ジェリアでは、これまでアクセスで
きなかった地域に支援関係者が入る
ことができるようになり、深刻な人道
危機が広がっていることが確認されま
した。ユニセフは、憂慮すべき水準に
まで高まっている子どもの栄養不良率
とポリオの流行を至急の優先課題と定 
め、重点的に活動を行っています。栄
養不良と認められた子ども約 16 万人
を対象に緊急対応治療食プログラムを
展開し、治癒率 86% を達成しました。
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左： チャド湖畔地域から逃れてきた 18 歳
の母親アルトゥさんと女の子

ユニセフは、シリアおよび紛争
の影響を受けた周辺諸国や難民受
入国において人道支援を行うた
め、欧州委員会人道援助・市民保
護総局から多大な協力を得ていま
す。同局の協力の下、トルコに逃
れた難民の子どもたち 23 万人の
教育プログラムと家族の保護支援
を行いました。

また、もうひとつの主要支援国
であるドイツは、教員の給与とし
て 4,500 万ドルの無償資金援助
を行い、15 万人以上のシリア難
民の子どもたちが学校に通えるよ
うになりました。

さらにもうひとつ、人道支援活
動の新たなパートナーシップが確
立しています。1 月に始まったル
イ・ヴィトンとユニセフのパート
ナーシップによって、ナイジェリ
アとシリアでの人道支援の資金
調達が進み、戦争と欠乏による
ショックやストレスに耐えてきた
子どもたちの元へ希望の光を届け
ています。

@UNICEF: 

人道支援
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災害への対応　

エルニーニョ（海面水温の変化に伴
う極端な気象現象）により、アフリカ
南部の広い範囲で 35 年ぶりの大干ば
つが発生し、アンゴラからマダガスカ
ルに至る広範な地域で十分な食料が得
られない危機に陥りました。ユニセフ
は、すぐに食べられる栄養治療食を地
域全体で配布したほか、保健サービス
や安全な水を確保するための支援を行
いました。

2016 年の二大自然災害は共に中南
米地域で発生しました。

ひとつは 4 月にエクアドルを襲っ
たマグニチュード 7.8 の地震です。死
者の数は数百人に上り、数千軒の家
屋、学校、保健施設が損傷あるいは倒
壊しました。ユニセフは被災者が安全

な飲料水や衛生施設を利用できるよう
に支援し震災後の病気の蔓延を防ぎま
した。

もうひとつは 10 月にハイチを襲っ
たハリケーン「マシュー」です。救
命支援を必要とする被災者の数は 80
万 7,000 人、避難した人の数は 17
万 5,000 人にも上りました。ユニセ
フは、ハリケーン襲来前からエルニー
ニョに伴う干ばつに苦しんでいたハ
イチで、水と衛生サービスやコレラ
予防接種など政府の緊急対応を支援
していましたが、ハリケーン襲来後
は水を原因とする疾患の予防、損壊
した学校の修理、家族と離れ離れに
なった子どもの保護など、緊急支援
を拡大しました。今回のハリケーン
対策は、日頃からの防災や緊急支援
物資の事前配備の重要性を示す好例
となっています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#ChildrenFirst.

9 月、世界の移民・難民の子ど
もたちの状況に関する最新デー
タをまとめた報告書『ふるさと
を奪われた子どもたち（Uproot-
ed）』を発表。5,000 万人近くの
子どもたちが故郷を奪われたと
警鐘を鳴らしました。そのうち
2,800 万人は紛争によって家を
追われた子どもたちです。さら
に数百万人が、安全な生活を求
めて移動した結果、より危険な
目に遭っています。

右： ユニセフの支援で校舎を再建している、
ハイチの学校の前に立つ創立者と子どもた
ち
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ジカウイルス　

ラテンアメリカにおけるジカウイル
ス（小頭症をはじめとする病気を引
き起こす蚊媒介ウイルス）の出現は、
2016 年に世界が直面した喫緊の健康
課題のひとつに挙げられます。世界保
健機関（WHO）は 2 月、ジカウイル
スに関して、「公衆衛生上の緊急事態
宣言」を発令しました。最新の研究の
結果、ジカウイルスは小頭症以外にも
視力・聴力障がい、身体的・知的発達
の遅れなど、子どもにさまざまな影響
を与えることがわかっています。

蚊が媒介となるこの感染症が報告さ
れた国と地域の数は、2016 年末まで
に世界 75 カ所に達し、その大半がラ
テンアメリカ・カリブ海地域でした。
ジカウイルスに由来する病気を持って
生まれた子どもの数も数千人に上りま
した。

2016 年、各地で流行するジカ熱に
対し、ユニセフは最前線で支援活動を
展開しました。政府の取り組みへの支
援、蚊の個体数を減らす方法の特定と

個人を保護する戦略の策定、感染に関
するリプロダクティブ・ヘルス（性と
生殖に関する健康）問題への集中的な
対応など、その内容は多岐にわたって
います。

上： ジカ熱感染を防ぐための蚊帳の中で休
む妊婦（エクアドル・マナビ県）
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ジカウイルスの蔓延するラテン
アメリカ・カリブ海地域におい
て、ユニセフは携帯電話のメール
機能を活用したツール「U-Report

（ユー・レポート）」を展開しまし
た。その目的は、特に妊産婦と胎
児にとって危険なジカウイルスが
流行している地域で、命を守るた
めの情報を各家庭に提供するこ
と、そして若者がリアルタイムで
周囲の状況を報告できるように
することです。U-Report によっ
て、弱い立場にある子どもや女性
でも情報が容易に入手できるよう
になりました。なお、2017 年 1
月、初のオンライン上の拠点とし
てジカ情報センターが発足してい
ます。

@UNICEF: イノベーション 2016

リアルタイムの情報収集（ジカ熱）
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資金と成果　

人道危機への対応は、創立以来 70
年間、ユニセフの活動の中心でした。
世界各地で長引く紛争、歴史的な移民
危機、新たな感染症の蔓延や気象災害
への対処に国際社会が苦慮している現
在、ユニセフの緊急支援活動は、最も
弱い立場にあって支援が届きにくい子
どもと青少年に手を差し伸べるという
ユニセフの公平性（Equity）の原則の
核心をなしています。

政府や企業など多くの方々のご協力
によって、2016 年も必要な緊急支援
を行うことができました。しかし、あ
まりにも多くの紛争が続く中で、今後、
ユニセフが緊急支援においてさらなる
成果をあげるためには、今以上に柔軟
に支援先を決めることができ、かつ安

定的な調達が見込める息の長い資金を
確保することが不可欠です。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#ActOfHumanity.

世界中で増加している難民・
移民の子どもや若者の権利を
テーマにしたアニメーション
シリーズ『現実の物語（Unfairy 
Tales）』を発表しました。こ
れは、紛争や危険から逃れてき
た子どもたちの実話に基づき、
どの子どもにも人生において
公平な機会を得る権利がある
ことを伝えるオンラインキャ
ンペーン「#ActOfHumanity」
の一環として製作したもので
す。

#Imagine. 

ジョン・レノンの代表作『イマ
ジン』の「ワールドバージョン」
を発表しました。これは、紛争
によって家を追われた 2,800 万
人の子どもたちのために、国際
社会の意識啓発と行動促進を図
ろうと作られたものです。9 月
に発表した動画には、豪華な
アーティストたちが出演するほ
か、世界各国の一般の方々や国
際宇宙ステーションから投稿さ
れた歌も収録されています。

右： 紛争の影響を受けるウクライナ東部・
ドネツク州で子どもの日のイベントに参加
し地面に絵を描く女の子
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保健

2016 年、ユニセフが実施した保健支援のハイライト

約100カ国の子どもた
ちに25億回分のワクチ
ンを届けた

2010年以来、保健上の
重大な緊急事態下にあ
る4,800万人の子ども
たちの命を救う支援を
行った

予防可能な病気による
子どもの死亡を終わらせ
ることを宣言した

予防接種で子どもたちを守る

子どもの死亡率は 2000 年以降、
着実に減少しています。2000 年の死
亡率を基準にすると、2016 年末まで
に 4,800 万人の 5 歳未満の子どもの
命が守られたことになります。

多くの子どもの命が、集中的な予防
接種プログラムと追加接種キャンペー
ンを通じて救われています。予防接種
をしていない子どもの数は 2015 年
には 2,000 万人を下回りました。し
かし、すべての子どもたちに予防接
種を届けるという「世界的なワクチ
ン行動計画（Global Vaccine Action 
Plan）」の目標を実現するため、さら
にユニセフは取り組みを強化していま
す。2016 年はワクチン 25 億回分を
調達し、約 100 カ国の子どもたちに
提供しました。世界の 5 歳未満の子
どもの半数近くが、ユニセフの支援を
通じて予防接種を受けた計算になりま
す。

また、GAVI アライアンス（ワクチ
ンと予防接種のための世界同盟）の
パートナーシップの下、ビル＆メリン
ダ・ゲイツ財団らと協力し、市場に働

きかけて 5 価ワクチンの価格を半減
させました。このワクチンは、ジフテ
リアや破傷風、B 型肝炎など、感染す
れば死に至る可能性の高い 5 つの疾
病から子どもたちを守ります。

また、はしかと風疹は、流行発生率
が高くフォローアップの取り組みが必
要な 30 カ国以上で、追加の予防接種
活動を支援しました。同様に、不衛生
な環境での分娩によって発生する妊産
婦・新生児破傷風を予防するため、リ
スクの高い 10 カ国の女性 1,100 万
人に追加予防接種を提供しました。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#AirPollution. 

10 月、世界の大気汚染に関す
る報告書『子どもたちのために
空気をきれいに（Clear the Air 
for Children）』を発表。大気汚
染レベルが国際的な環境基準値
を 6 倍以上も上回る地域に 3 億
人もの子どもが暮らしているこ
とを明らかにしました。大気汚
染の影響を最も受けているのは
子どもたちであり、特に大気汚
染に起因する呼吸系疾患のリス
クが最も高いのは貧困層の子ど
もたちであると警鐘を鳴らしま
した。
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2016 年、ユニセフは世界銀行
グループの国際開発協会（IDA）
からの資金を活用し、エジプト、
ハイチ、マリ、イエメンで予防接
種率の向上、栄養改善、保健シス
テムの強化を図る中央政府の取
り組みを支援しました。IDA の資
金は、ユニセフと世界保健機関

（WHO）が支援したイエメンの
全国ポリオ予防接種キャンペーン

（150 万人を対象）にも使われて
います。

企業とのパートナーシップに関
しては、ラ・カイシャ財団（La 
Caixa Foundation） と 共 同 で、
感染症としては 5 歳未満の子ど
もの死因第 1 位である肺炎の対
策を行っています。最前線で働く
医療従事者による革新的な肺炎診
断を進め、子どもたちが適切な治
療を受けられるようにすること
を目指しており、初年度の 2016
年は、診断装置の選定とその利用
拡大を実現する調達戦略が策定さ
れました。

@UNICEF: 

子どもの健康改善のための支援

右： ニジェール・ドッソ州の保健センターで、
ポリオの予防接種を受けるサルメーヌちゃ
ん

ポリオ包囲網　

2016 年、ポリオに罹患した子ども
の数は史上最低を記録し、ポリオ野生
株も根絶寸前にまで至っています。発
症数は 36 件ほどで、発症地域もアフ
ガニスタン、ナイジェリア、パキスタ
ンの 3 カ国と非常に限定的でした。

ユニセフのポリオ撲滅対策は、皆さ
まからのご寄付をはじめ、ビル＆メリ
ンダ・ゲイツ財団、国際ロータリー、
米国疾病予防管理センター（CDC）、
カナダ政府、ドイツ政府および日本政
府の資金援助に支えられています。

こうした資金を活用し、パキスタン
では、ポリオ感染のリスクが最も高い
地域に常勤のコミュニティ予防接種員
1 万 7,000 人（ほとんどが女性）を
配置しました。

予防接種員が配置された地域では予
防接種率が国内史上最高を記録し、ポ
リオ予防接種キャンペーンの接種漏れ
の割合も 2014 年の 25% から 2016
年には 5% まで低減することができま

した。アフガニスタンでも、2016 年
末時点でポリオ予防接種を受けていな
い子どもの割合が同様に低減されまし
た。

7 月、ナイジェリアのボルノ州で 2
年ぶりにポリオの発症が確認されまし
た。これに対し、ユニセフは、チャド
湖畔一帯で大規模な緊急予防接種活動
を実施し、カメルーン、中央アフリカ
共和国、チャド、ニジェール、ナイジェ
リアで合計 1 億 1,600 万人の子ども
たちに予防接種を行いました。予防接
種と組み合わせて、急性栄養不良の検
診、ビタミン A 剤や亜鉛剤、寄生虫
治療薬や殺虫剤処理を施した蚊帳の配
布などのさまざまな人道支援も行いま
した。

ユニセフは「開発のためのコミュ
ニケーション（Communication for 
Development：C4D）」戦略を通じ、
保健員や家族、コミュニティを活動の
中心に据え、世界で最も公衆衛生サー
ビスが遅れている地域でポリオ予防接
種への信頼を構築する取り組みを続け
ています。



23

ジョエルちゃんは 2016 年末、
ウルグアイのカネロネス県にある
トレドという小さな町の貧民地区
で未熟児として生まれました。生
まれたときの状況は悲惨でした。

「生まれたときは体重が 1.9kg し
かなく、肺には機能障がいもあり
ました」と、ジョエルちゃんの父
親は当時の様子を語ります。

ジョエルちゃんの両親は、ユニ
セフが支援する地域の乳幼児支援
プログラム「Canelones Crece 
Contigo」の援助を受けることに
なりました。カネロネス市議会が
2008 年から運営しているこのプ
ログラムは、弱い立場にある両親
や子どもたちを対象に、カウンセ
リングや栄養・保健サービスな
ど、さまざまな支援を提供してい

ます。
カネロネスでは、このプログラ

ムにより、出産前の健康診断を 6
回以上受ける女性の割合や出生届
の割合を引き上げることができた
ほか、各家庭における食料事情も
改善され、乳幼児の認知的発達を
促進する子育ても普及していま
す。こうした成功を踏まえ、政府
はプログラムを全国規模に拡大す
ることを決定しました。

ジョエルちゃんは、生まれた
ときこそ厳しい状態にありまし
たが、その後徐々に母乳を飲む
量も増え、正常なペースで成長
しています。ジョエルちゃんが
成長を続け、健康で幸せな子ど
もに育つことを両親は心から望
んでいます。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
ジョエルちゃんを救え：未熟児の支援（ウルグアイ）
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@UNICEF: アドボカシー 2016 
#VaccinesWork.

ユニセフは 10 月、（死に至る可
能性のある 5 つの疾患から子ど
もたちを守る）5 価ワクチンの
価格を半減する取り決めをワク
チン製造業者 6 社と結んだこと
を発表しました。この 3 年間に
わたる取り決めの下、4億5,000
万回分の 5 価ワクチンを購入
し、GAVI アライアンス（ワク
チンと予防接種のための世界同
盟）の支援対象国を中心とする
80 カ国に配布する予定です。

#Pneumonia.

11 月に発表した報告書で、毎
年 140 万人の子どもたちが肺
炎や下痢といった予防可能な病
気で死亡していることを指摘し
ました。こうした病気の予防治
療を受けられる子どもとそうで
ない子どもの間では死亡率に驚
くべき差が生まれていると解説
しています。

左上： ウルグアイ・カネロネス県でジョエ
ルちゃんの両親と話すユニセフスタッフ
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新たな感染症と闘う

2016 年、アフリカ、アジア、ラテ
ンアメリカ・カリブ海地域の少なくと
も 75 カ国で、蚊が媒介するジカ熱が
蔓延し、ユニセフは最前線で支援活動
を行いました。

ジカ熱は、小頭症や先天性欠損症、
長期の障がいなど新生児に重大な影響
を及ぼします。ユニセフのコミュニ
ケーションチームは、感染から身を守
る最善の方法を各コミュニティに伝え
ています。また、ブラジルの「イン
クルージョン（誰もが受け入れられ
る）のためのネットワーク（Network 
for Inclusion）」プロジェクトのよう
な分野横断的な戦略を通して、ジカウ
イルスに感染した子どもの介護者たち
のネットワークを形成しています。ブ
ラジルで実施されたこのプロジェクト
は、既存の地域保健サービスを基盤と
しており、それらをユニセフの家庭支
援と統合させたものです。

またユニセフは、ジカ熱の現行リス
クから妊産婦とその子どもたちを守る
ため、診断、研究、ワクチン開発に取
り組む関係機関間同士の連携も促進し
ています。

前年から西アフリカを中心に猛威
を振るっていたエボラ出血熱は 2016
年初頭にようやく下火となり、世界保
健機関（WHO）は 1 月 14 日に流行
の終息を宣言しました。ユニセフの西・
中央アフリカ地域事務所は、エボラ流
行国（ギニア、リベリア、シエラレオ
ネ）の復興計画の立案と実施の過程で
地域保健システムのレジリエンス（回
復力）を向上するべく技術支援を提供
したほか、今後の感染症流行に備えて
事前対策を強化する地域を支援しまし
た。

ひとつの命も奪わせない

エボラ出血熱やポリオとの闘いに勝
利して国際社会が喜びに沸く一方、肺
炎や下痢など、容易に予防できる疾病
が依然として子どもの死因の上位に並
んでいます。2016 年の 5 歳未満の子
どもの死因の 4 分の 1 近くが、こう
した病気によるものでした。

ユニセフが発表した報告書『ひと
つの命も奪わせない：肺炎と下痢に
よる子どもの死亡を終わらせる（One 
Is Too Many: Ending Child Deaths 
from Pneumonia and Diarrhoea）』
は、肺炎と下痢によって年間 140 万
人が死亡していることを「無用の」悲
劇と捉え、「世界の最貧困国の持続可
能な発展に対する脅威」だと指摘しま
した。

最も不利な立場にある子どもたちの
生存と福祉のためにユニセフが取り組
んでいる活動のひとつに、コンゴ民主
共和国の子どもの死亡率が特に高い州
で実施している地域単位の症例管理支
援が挙げられます。

インド政府およびウダイプル県
保健委員会とのパートナーシップ
の下、ユニセフはデジタルチッ
プを埋め込んだペンダント型機
器「クーシ・ベイビー（Khushi 
Baby）」を使った事業を試験的に
実施しています。この事業では、
初期段階として、乳幼児に機器を
身につけさせ、2 歳までの予防接
種歴を把握できるようにします。
医療記録を身に着けることで、地
域保健員による子どもの健康状況
のモニタリングの効率性・正確性
の向上が期待されています。計画
では、この機器を国内全域で導入
し、ゆくゆくは国外でも活用する
ことを検討しています。

© Kushi Baby 2016 

@UNICEF: イノベーション 2016
身に付けてモニタリング：
子どもの健康のために
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青少年や若者まで

ユニセフは、十代の妊娠の低減と若
者の HIV 感染の予防のための戦略の
見直しを進めています。例えば、十代
の妊娠割合が 14.7% に上るアルゼン
チンでは、保健省と協力し、妊娠の低
減と保健サービスにおけるジェンダー
平等の確立に取り組んでいます。

また、2020 年までにエイズ関連

格差と不安定

状況の改善が見られているにも関わらず、格差は根強く残っています。現在、5
歳未満の子どもの死亡の 80% はアジアとサハラ以南アフリカに集中しています

（サハラ以南アフリカが 5 割）。5 歳未満の子どもの死亡の半数近くは生後 4 週間
以内で発生しています。この最も危険な時期となる生後 4 週間以内の死亡と死産
を減らすことが国際社会の新たな課題となっています。

死亡率の高さは、紛争や不安定な状況とも関係しています。2016 年現在、世
界の子どもの 4 分の 1 が、暴力が蔓延し、欠乏や移動を強いられる紛争地域や被
災地に住んでいます。こうした環境で暮らす子どもたちは、命を守る支援をなか
なか受けることができず、病気や飢餓、さまざまな形の虐待にさらされるリスク
が非常に高くなります。

一般的に知られている都市・農村の地域格差、所得格差やジェンダー格差をは
じめ、根深い不平等がはびこる中で、不安定な状況で暮らす人々の数が大幅に増
え続けています。このため、最も苦しんでいる人々に支援を届ける取り組みを拡
大せざるを得ない状況になっているのです。

死を 65%、十代の HIV 新規感染率を
75% 低減するため、分野横断的な協
力を進めました。2030 年までに HIV
新規感染とエイズ関連死を大幅に低減
することを目標に立ち上げたアクショ
ン・プラットフォーム「All In」を通じ、
国連合同エイズ計画（UNAIDS）等の
パートナーと共に、現行の青少年や若
者の HIV/ エイズ対策に公平性に欠け
る点がないかを確認しています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#Immunization.

4 月の世界予防接種週間を契機
に、ユニセフは、すべての子ど
もたちに予防接種をすること
の重要性を改めて訴えました。
状況の改善は進んでいるもの
の、いまだに 1,870 万人の乳児

（20% 近く）が一般に入手可能
なワクチンの接種を完了してお
らず、死に至る病気にかかるリ
スクにさらされています。
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左： シエラレオネの診療所で助産師の健診
を受ける妊婦
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HIV / エイズ

2016 年、ユニセフが実施した HIV/ エイズに関する支援のハイライト

子どものHIV新規感染
ゼ ロに 向 けた 取り組
みを支 援し、3カ国が
WHO(世界保健機関)よ
り認定を受けた

HIV陽性の妊婦70%と
子ども49%が抗レトロ
ウイルス薬を服用できる
よう支援した

HIV/エイズ根絶に向
け、若者、子どもや若い
女性たちのHIV感染の
防止を迅速に達成する
計画を発表した

劇的に進展も、完全普及は道半ば

HIV/ エイズに必要な治療が受けら
れる患者の数は、過去 6 年間で劇的
に増加しました。抗レトロウイルス
薬（ARV）を服用する患者の数は、
2016 年 6 月 で 1,820 万 人 に 上 り、
2010 年の倍以上に増加しています。

HIV と共に生きる妊産婦への ARV
の提供や HIV 母子感染の予防など
各機関が連携して取り組んだ結果、
2000 年から 2015 年の間で 15 歳未
満の子ども 160 万人が感染を免れま
した。

こうした進展のほとんどは、子ども
の HIV 新規感染の根絶と母親の生存
を目的とした国際的な取り組みが始動
した 2011 年以降に達成されたもの

です。同プランは、国連合同エイズ計
画（UNAIDS）とアメリカ政府が共同
議長を務める国際的なタスクチームに
よって策定されました。

2015 年までに HIV と共に生きる妊
産婦の約 4 分の 3 が ARV 治療を受け
るようになり、重点的な取り組み対象
21 カ国のうち 12 カ国で ARV 普及率
が人口の 80% 以上に達しました。し
かし低中所得国では、HIV と共に生
きる子どものうち、命綱となるこの
ARV 治療を受けている子どもの割合
は 49% に過ぎません。十代の若者と
なるとさらに状況は悪く、しかも改善
の見込みない状態が続いています。自
分の HIV の状況を知る者はほとんど
おらず、新たな HIV 感染者を減らす
取り組みも進んでいません。
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2016 年 2 月、60 人の若者が
ナイロビに集まり、HIV と共に
生きる自分たちの経験を共有し
ました。ユニセフが後援したこ
の全国フォーラムは、ケニア・
エイズと闘う女性たち（Women 
F ight ing A IDS in  Kenya：
WOFAK）が主催したもので、共
通の悩みを話し合うため 5 カ国
から若者たちが集まりました。

参加者の一人、ウィリアムさ
ん（19 歳）は 2 日間のフォーラ
ムを振り返って次のように語り
ます。「僕にとって本当に特別な
機会でした。地元では自分の状
況をまだ周りに言えなくて、経
験を共有できないことがしばし
ばありますから」

WOFAK のドロシー・オニャ
ンゴ事務局長は、こうした集会
は若者に普通の生活を送る勇気
を与えると言います。「参加した
若者は非常に優秀です。彼らが

他の若者たち同様に、安心して
自分たちの才能を発揮できる環
境を作る必要があります」と事
務局長は語ります。

このフォーラムでは、政府関
係者に、HIV/ エイズ関連サービ
スについて意見を述べる機会も
用意されました。ブレンダさん

（19 歳）は、「保健施設はもっと
かっこよくしてくれなきゃ！私
たちのことを分かってくれる同
年代のスタッフを雇うとか、保
健センターをもっと来やすい場
所にする必要があると思う」と、
施設の堅苦しい雰囲気について
意見を述べました。

さらに若者たちは、HIV と共に
生きる若者も受け入れられるイ
ンクルーシブな場所や学校での
性教育のカリキュラム化、保健
サービス戦略の計画策定への若
者の参加が必要だとも訴えまし
た。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
若者の真の参加を：HIVと共に生きる経験を共有するフォーラムを
開催（ケニヤ）

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#WorldAIDSday.

ユニセフは 12 月 1 日の「世界
エイズデー」に報告書を発表し、
もし十代の若者へ支援が届かな
ければ、当該年齢層の年間 HIV
新規感染者数は 2015 年の 25
万人から 2030 年には 39 万人
に増加する可能性があると訴え
ました。さらに、エイズが十代
の若者の主要な死因の 1 つに
なっていること、そして十代の
女の子は特にリスクが高いこと
も指摘しています。

左上： ケニヤ・ナイロビで行われた HIV
フォーラムにてチームビルディングを行う
若者たち
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ユニセフは 2016 年も引き続
き、HIV/ エイズとの闘いに取り
組むさまざまな大規模パートナー
シップにおいて主導的役割を果た
しました。こうしたパートナー
シップの 1 つに、十代の若者の
HIV/ エイズ感染撲滅を目指す世
界的パートナーシップ「All In」
があります。またユニセフは、国
連合同エイズ計画（UNAIDS）等
のパートナーと共にエイズとの闘
いを加速して 2030 年までに感
染拡大を食い止める宣言を策定し
ました。2016 年のエイズ終息に
関する国連ハイレベル会合で採択
されたこの宣言には、子どもと十
代の女の子の HIV/ エイズ対策に
関する目標も組み込まれていま
す。

@UNICEF: 

HIV/エイズとの闘いを支援する

母子感染予防　

ユニセフは、HIV/ エイズの感染拡
大を食い止める取り組みの柱として、
母子感染予防を積極的に進めていま
す。これにより何百万もの感染が防が
れ、命が救われてきました。こうした
数十年にわたる支援の結果、世界保健
機関（WHO）は 2016 年、アルメニア、
ベラルーシ、タイで HIV 母子感染を
ゼロにすることに成功したと宣言しま
した。

例えばキューバでは 2015 年にす
でに母子感染をゼロにしており、その
他にも目標達成間近な国が数カ国あり
ます。

南アフリカでは、子どもの感染が劇
的に減少し、現在は 5 年以内に子ど
もの感染をゼロにするための取り組み
が進められています。ユニセフは、各
家庭や地域が予防・治療サービスを受
けられるようリアルタイムに情報を提
供する携帯メールを活かしたアプリ

「RapidPro（ラピッド・プロ）」を使い、
政府の取り組みを支援しています。

HIV 母子感染予防は今後もすべての
国で取り組み続ける必要があります。
子どもの新規感染が減少しても、子ど
もたちは常にリスクにさらされている
からです。直近のデータである 2015
年の推定値では、HIV と共に生きる妊
産婦の数は少なくとも 140 万人に上
ります。

妊産婦の利用できるサービスに格差
がある限り、防ぐことが可能なはずの
子どもたちへの感染リスクは残りま
す。2015 年に新たに感染した 15 歳
未満の子どもの大半は、母子感染によ
るものでした。

リスクが高い十代の若者に

HIV/ エイズとの闘いの進展は一様
ではありません。地域格差があり、最
も遅れているのはサハラ以南のアフリ
カです。年代別では、特に十代の若者
が取り残されています。

HIV と共に生きる 10 歳から 19 歳
の若者の数は世界全体で約 180 万人
に上り、エイズは十代の若者の主要
な死因のひとつとなっています。実
際、10 ～ 19 歳の年齢層のみ、エイ
ズ関連死が減らず、逆に増え続けて
います。また、感染者の 65% は女の
子で、男の子よりリスクが高くなっ
ています。

十代の若者の感染防止が急務であ
るという認識から、ユニセフは国
連 合 同 エ イ ズ 計 画（UNAIDS）、 米
国大統領エイズ救済緊急計画（U.S. 
President’ s Emergency Plan for 
AIDS Relief：PEPFAR）、世界保健機
関（WHO） と 共 に 2016 年、15 歳
から 19 歳の新たな HIV 感染の防止を
一日も早く達成する計画を発表しまし
た。この計画は 6 月に開かれたエイ
ズ終息に関する国連ハイレベル会合で
承認され、HIV 母子感染ゼロ、十代の
若者と若い女性たちの HIV 新規感染
率の低減、子どもと青少年の HIV 治
療の拡大を目標に掲げました。

本計画では、「母子感染ゼロ、新
規 感 染 ゼ ロ、 エ イ ズ・ ゼ ロ（Start 
Free, Stay Free, AIDS Free）」のス
ローガンの下、子どもと十代の若者、
若い女性たちの HIV/ エイズを 2020
年までに終息させるという国連合同エ
イズ計画（UNAIDS）が設定した目標
を重視しています。

右ページ下： タジキスタン・ドゥシャンベの
保健センターで、医師と話す HIV 患者の
母親とその息子
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国や地域を中心にした取り組み

HIV/ エイズの予防・治療のアクセ
ス改善や意識向上には、こうした世界
的なイニシアティブに加え、国や地域
を中心にした取り組みも不可欠です。
2016 年、ユニセフは世界各国の支援
で地域の HIV/ エイズ対策を強化しま
した。

具体的には、ミャンマーの全国母子
感染予防事業の評価や、内戦中のウク

満足している暇はない

こうした取り組みが続いてはいますが、2016 年 12 月に発表したユニセフの第
7 次報告書が結論付けているように、もし HIV/ エイズの現状に満足してしまえば、
これまでの大きな進展が後戻りしてしまう可能性もあります。

HIV/ エイズ対策の資金援助額は全体的に伸び悩んでいます。さらに悪いことに、
感染ゼロを達成するために資金が必要なこのタイミングで減少しています。ユニ
セフは、協力国や支援機関、HIV/ エイズの影響を最も強く受けている国の政府に
対して資金援助の拡大を求めるアドボカシー（政策提言）活動を続けています。
重要なことは、HIV 感染のリスクが高い（あるいは HIV と共に生きている）子ど
もと青少年の生活の改善に向け、引き続き幅広い支援を行い価値ある教訓と成果
を生み出していくことだとユニセフは考えます。

ライナで実施した ARV の供給確保な
どが挙げられます。また、エイズ教育
キャンペーンを実施し、公衆衛生面で
さまざまな成果をもたらしました。例
えば、モザンビークでは、若者が主
導する携帯メールのプラットフォー
ム（利用者 6 万 4,000 人）を通して、
HIV 感染やリプロダクティブ・ヘルス

（性と生殖に関する健康）に関する質
問を受け付けるフォーラムを開催しま
した。

ユニセフは 2016 年も引き続
き、携帯電話のメール機能を活用
した「U-Report（ユー・レポート）」
の普及を進めてきました。これは、
世界中の青少年や若者が自分たち
に影響を及ぼす問題について自ら
意見を述べられるように開発され
たツールです。また、U-Report
を使えば、匿名で HIV/ エイズに
関する質問をし、回答を得ること
もできます。そのため、HIV 感染
リスクが高い若者やその他の健
康・福祉上の潜在的脅威にさら
されている若者を中心に、重要
なコミュニケーションツール兼
情報源として利用されています。
U-Report の利用登録者は、30
カ国以上 300 万人に上っていま
す。

@UNICEF: イノベーション 2016

HIV/エイズについての回答
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水と衛生

2016 年、ユニセフが実施した水と衛生支援のハイライト

かつてない規模の人道
支援を実施し、緊急事
態下にある3,000万人
に水と衛生の支援を届
けた

モンゴル、ニジェール、ル
ワンダ、スーダン、他12
カ国以上の国々で、水と
衛生に関する法案や政
策の策定を支援した

屋外排泄ゼロへ向けて
大きく前進し、2014年
以降、総計3,550万人
以上が住む各国のコミ
ュニティで「屋外排泄ゼ
ロ」が宣言された

改善された水源へのアクセス

2016 年、ユニセフの通常時の開発
支援活動である水と衛生（WASH）プ
ログラムによって新たに安全な水が利
用できるようになった人の数は 1,060
万人に上ります。紛争地や自然災害の
現場で実施した支援も含めれば、その
数はさらに大きく、2,880 万人にな
ると見込まれます。

またユニセフは、71 カ国 7,138 校
の学校と 44 カ国 1,654 カ所の保健・
医療機関の水と衛生施設の新設や改修
も支援しています。

こうした成果に前年 2 年間の成果
を加えれば、2014 年から 2016 年に
ユニセフをはじめとする支援機関が人
道支援や開発支援で実施した水と衛生
支援の受益者は 1 億人以上に上りま
す。

緊急支援を除けば、水と衛生支援の
最大の活動地域は、コンゴ民主共和国、
エチオピア、ナイジェリアを含むサハ
ラ以南アフリカです。水と衛生支援は
生活の重要な基盤を作り、子どもたち
のために成果を出すというユニセフの
目標はもちろん、栄養や保健、教育、
ジェンダー平等、レジリエンス（回復
力）や気候変動など、2030 年に向け
た持続可能な開発目標（SDGs）に関
する取り組みの多くも支えています。
このためユニセフは、水と衛生支援の
取り組みを他分野の取り組みと整合性
を持つように計画し、他の支援活動と
組み合わせて実施する機会も増やして
います。

一方で、地域格差などの難しい問題
も残っています。2015 年時点で改善
された水源を利用できない人の数は 6
億 6,300 万人に上りますが、そのほと
んどが農村地域に住む貧困層でした。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#ClimateChain.

3 月 22 日の「世界水の日」、
ユニセフは世界規模のオンラ
インキャンペーンを実施しま
した。子どもたちの未来を守
るため、一般の人々から両腕
を広げた写真の投稿を慕り、
一致団結した気候変動への取
り組みを後押ししようという
試みです。このキャンペーン

「#ClimateChain」 は、4 月
にニューヨークで開催された

（2015 年パリ気候変動会議で
採択された）パリ協定の署名式
まで続けられました。
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持続可能な解決策

気候変動の影響が世界中に及ぶ中、
水と衛生分野でも新たな課題が浮上し
ています。気候変動は、水資源の利用
可能性や品質、衛生システムの性能に
悪い影響を与えます。そして、その影
響を最も受けやすいのは、低中所得国
の人々なのです。

そのためユニセフは、水と衛生事業
のパートナーと共に飲料水の安全か
つ持続可能な提供を確保するための
新たな課題を詳しく調査しています。
2030 年に向けた持続可能な開発目標

（SDGs）でも規定されているとおり、
普遍的かつ公平なアクセスを達成する

ためには、水供給の慎重な管理とモニ
タリングの強化が不可欠だからです。

2016 年は、汚染を減らして水質の
改善や水源の保護・回復を図るという
大きな課題に取り組み、特に子ども
と女性のための支援を重視しました。
2016 年末までに 38 カ国で地域レベ
ルの水安全計画を実施し、61 カ国の
水と衛生支援計画に気候変動や防災の
取り組みを組み込みました。

こうしたユニセフの支援策には、水
管理における公平性の理念と、生態系
の持続可能性を最大限に引き出す将来
を見通した視点とが組み込まれていま
す。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#WaterIs.

8 月の「世界水週間」に際しユ
ニセフは、安全な水が利用でき
ない場合、女性や女の子に不当
に重い負担が課されることを訴
えました。水という必要不可欠
な資源を得るために世界中の女
性や女の子が費やす時間は、合
計すると 1 日 2 億時間にも上
ります。他のことに充てられる
時間が削られたり、教育の妨げ
になったりするなど、水汲みに
よって失われるものは非常に大
きいのです。

左： ベトナム・アンザン省の幼稚園で手を
洗う女の子たち
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右上： イラクの町アル・ホウドで家の前に
立つ女の子

ユニセフの水と衛生チームは、
女性や女の子、障がいを持つ人々
や貧しい人々も含め、すべての人
に安全な水と改善された衛生施設
へのアクセスを確保するために活
動しています。しかし、こうした
活動は各国・各地域の官民パート
ナーの協力なくしては成り立ちま
せん。

カルティエ慈善財団は、2014
年以来ユニセフのグローバル・
パートナーとなっています。中国、
インド、マダガスカルでのユニセ
フ水と衛生プログラムに同財団か
ら寄せられた資金は 670 万ドル
に上ります。また、質の高い教育
や防災の取り組みについても協力
を得ています。

また、ユニリーバ社の主力トイ
レクリーナーブランドであるドメ
ストも 2012 年以降、ユニセフ
の世界各地の衛生プログラムを支
えるパートナーとなっています。
このパートナーシップの下、地域
住民の行動変容や能力強化を促す
イニシアティブが実施され、600
万人以上がトイレを利用できるよ
うになりました（2016 年時点）。
また、ユニセフとドメストは、世
界の衛生危機意識を高めるための
活動も行いました。さらに、ユニ
セフとユニリーバは、「安全な水
と衛生施設（トイレ）をすべて
の人に」という 2030 年の持続
可能な開発目標（SDG）を達成
するため、企業活動を支援する
WASH4Work イニシアティブの
策定と推進にも関わっています。

@UNICEF: 

水と衛生分野の支援

2016 年 10 月、モスルの南に
位置する町アル・ホウドがイラ
ク軍に奪還されたわずか 2 日後
に、ユニセフは現地入りを果たし、
1,500 世帯に水と衛生物資を届
けました。

道路に地雷が埋まっているた
め、町へ出る一般の道は使えませ
ん。火をつけられた油田から黒煙
が立ち上り、暗く砂漠の空を覆う
なか、ようやく辿り着いた先には
さらに不気味な光景が広がってい
ました。ゴーストタウンです。ア
ル・ホウドの住民は全員、息を殺
して身を潜めているか、逃げ去っ
てしまったようでした。

物資を積んだ車が町の中心に到
着すると、ユニセフの協力団体の
ひとつ、女性エンパワーメント
組 織（Women Empowerment 
Organization）の代表者らが待
機していて、飲料水や衛生キット
などの荷下ろしを手伝いました。

その後しばらくしてやっと、アル・
ホウドの住民も安全な飲料水を求
めて姿を見せ始めました。

帰路はアル・ケイヤラを通りま
す。2 か月前に奪還されたときは
アル・ケイヤラもアル・ホウドと
同じような状況でしたが、今では
活気を取り戻していました。さま
ざまな店が開店し、人々が行き交
う中、4 人の幼い娘を連れてアル・
ホウドからアル・ケイヤラまで歩
いてきたシングルマザー、ゼイナ
ブさんの姿がありました。家族と
共に 2 年間恐怖に耐えてきたゼ
イナブさんは、その様子を語って
くれた後で最後にこう言いまし
た。「家に帰りたい。家族のもと
に戻って、子どもたちをまた学校
に通わせてあげたい」

アル・ホウドに残るゼイナブさ
んの友人や近所の人たちも、同じ
願いを抱いていることは間違いあ
りません。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
アル・ホウド作戦：ゴーストタウンと化した街への支援
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左： サイクロン後、再開一日目のフィジー・
ビティレブ島の学校で水を飲む生徒たち

スウェーデンは 2016 年、ユニ
セフの水と衛生プログラムの主要
資金援助国でした。その巨大な資
金援助は、水と衛生分野における
ジェンダー平等と障がい者の権利
保護に関する取り組みを進める上
で大きな助けとなっています。ま
た、ユニセフは人道危機状況にお
ける水と衛生の問題を解決する能
力の向上を目指して民間部門との
連携も進めていますが、この取り
組みもスウェーデンから支援を受
けています。

もうひとつの主要パートナーで
ある英国国際開発省（DFID）と
も、水と衛生イニシアティブに関
して長年緊密な協力関係が続い
ていますが、2016 年には「衛生
と水をすべての人に（Sanitation 
and Water for All）」パートナー
シップや世界保健機関（WHO）
と ユ ニ セ フ に よ る 水 と 衛 生 に
関 す る 共 同 モ ニ タ リ ン グ プ ロ
グ ラ ム（WHO/UNICEF Joint 
Monitoring Programme for 
Water Supply and Sanitation）
を通してさらに関係が強化され
ました。DFID の支援により、12
カ国 500 万人に水と衛生サービ
スが届けられたほか、新たな働き
方の模索、成果報告、持続可能性、
システム強化、評価などを検討し
構築するプラットフォームも確立
しました。

@UNICEF: 

水と衛生分野の支援

地域住民の参加
　

世界各地で衛生状況の改善は進んで
いますが、2015 年時点では世界でい
まだに 24 億人が改善された衛生施設
を使えずにいると推定されています。

ユニセフは、衛生支援全般において
地域住民の参加を重視しています。こ
のアプローチを取っている国や地域で
は、何百万人もの人々に大きな成果を
もたらしており、2016 年は 33,800
カ所の町や村で屋外排泄ゼロを達成し
ました。

2016 年にユニセフが支援した水
と衛生プロジェクトでは、取り残さ
れた子どもたちや家族を社会に受容

（インクルージョン）することにも
重点が置かれました。例えば、ベト
ナム農村部で実施された衛生事業で

は、健康と衛生状況の改善を図る啓
発キャンペーンを活用し、より多く
の少数民族が恩恵を受けられるよう
にしました。

またユニセフは、学校や保健・医療
施設に水と衛生施設を建設する直接的
な支援を拡充しています。そのなかに
は、障がいを持つ子どもたちのための
トイレや手洗い施設も多く含まれて
います。ラオスでは 2 万 4,000 人以
上の生徒が新たに水と衛生施設を利
用できるようになり、ガーナでは約 6
万 8,000 人の生徒がバリアフリー施
設を利用できるようになりました。ま
た、サイクロンに襲われたフィジーで
は、「災害前より、良い状態に（Build 
Back Better）」キャンペーンを通じ、
多くの学校で初めて衛生施設や手洗い
施設が設置されました。
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ユニセフでは、高いリスクにさ
らされている子どもたちや家族に
対する緊急時の水と衛生の需要へ
の対応力を高めるため、リアルタ
イムデータの活用を進めていま
す。例えばエチオピアでは、干ば
つ地域でスマートフォンを使った
モニタリングを行うことにより、
水不足になりそうな地点に関する
最新データを収集して必要に応じ
て給水車をいち早く手配するな
ど、地域の安全な水供給を維持す
る緊急対策を可能にします。また
インドやジンバブエの干ばつ地域
では、リアルタイムデータを使っ
た水源状況のモニタリングも行っ
ています。

@UNICEF: イノベーション 2016

リアルタイムデータの活用

緊急時の支援　

ハリケーン「マシュー」襲来後、ユ
ニセフは FC バルセロナなどの協力の
下、ハイチ政府と共にコレラ流行対策
を実施しました。この取り組みによっ
て、約 12 万 6,000 人の子どもたち
を含む 30 万人以上に安全な水が届け
られました。

シリアおよびその人道危機の影響を
受けた周辺諸国では、安全な飲料水と
衛生施設へのアクセスを改善・維持す
るため活動を展開し、1,400 万人以
上に支援を届けました。南スーダンで
は、水と衛生支援チームが74万2,000
人に水を届けると共に 25 万 2,000
人の衛生的な環境を確保しました。さ
らにイラクでは、水と衛生チームが
120 万人以上の避難民に支援を届け
ました。

これらは、2016 年に実施した数百
件の人道支援活動のほんの一部です。
2016 年は、緊急人道支援の中で、水
と衛生分野の活動がユニセフ史上最大
規模となり、総額 5 億 600 万ドルが
費やされました。この支援によって安
全な水を確保した人の数は 2,880 万
人、改善された衛生施設を利用できた
人の数は 720 万人に上ります。

2017 年以降もユニセフは、水と衛
生分野における通常時の開発支援活動
を改善しつつ、人道危機状況における
水と衛生支援も続けていきます。また
同時に、2016 年に策定した「新水と
衛生戦略」に基づき、異常気象に対す
るレジリエンス（回復力）を強化した
水と衛生システムや衛生習慣への投
資、都市部での取り組みの強化、世界
中の民間部門との連携拡大を進めてい
きます。

下： ユニセフとパートナー団体、政府の支
援で安全な水を手にするハイチの若者たち
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2  栄養

2016 年、ユニセフが実施した栄養支援のハイライト

世界中で慢性的な栄養
不良を抱える子どもたち
の割合が過去最低に抑
えられた

重度栄養不良の300万
人の子どもたちを治療し
た。2020年までにその
数を倍増させることを目
標にしている

830万人の子どもたち
に微量栄養素パウダー
を届けた

すべての子どもたちへ

子どもたちの栄養状態を適切に維持
することは、最も重要な取り組みのひ
とつです。滋養のある食事は、子ども
の成長の糧であり、脳の発達を促進し
ます。学習能力を強化し、成人後の生
産性を高め、より持続可能な未来への
道を切り開きます。

2016 年、慢性的な栄養不良の子ど
もの割合は過去最低に抑えられまし
た。それでも、発育阻害や、極度の栄
養不足状態に起因する栄養障害である
消耗症に苦しむ子どもの数は依然とし
て憂慮すべき水準にあります。世界全
体で、発育阻害に陥っている子どもの
数は約 1 億 5,500 万人、消耗症の子
どもは 5,200 万人で、そのうち 1,700
万人は重度の消耗症と言われていま
す。こうしたことを背景に、60 カ国
近くが参加するイニシアティブ「栄
養改善拡充のための枠組み（Scaling 
Up Nutrition：SUN）」が 2010 年に
設立されました。

“生後 1 時間以内に”

2015 年に国連が採択した持続可能

な開発目標（SDGs）のひとつ、「予
防可能な病気によって命を落とす子ど
もの数を 2030 年までにゼロにする」
へ向けた出発点として、ユニセフは、
乳幼児の食事の大切さを改めて訴える
啓発活動を行っています。

生後 1 時間以内に母乳を与えるこ
とが乳児の成長にとって大切であるこ
とは、すでに定説となっています。し
かし最新のデータによれば、生後すぐ
に母乳を与えられる新生児の数は全体
の半数に満たないのです。

2016 年、ユニセフは、『誕生直後
の 1 時間：すべての乳幼児の食事を
改善することの重要性（From the 
First Hour of Life: Making the Case 
for Improved Infant and Young 
Child Feeding Everywhere）』と題し
た報告書を発表し、生後すぐに授乳す
ることがもっと当たり前にならなけれ
ばならないと指摘しました。また、熟
練の助産師であっても出産後 1 時間
以内に授乳するよう母親に指導しない
地域があることも紹介しています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
乳幼児期の子どもの発達
ユニセフと世界銀行グループは
4 月、国・国際レベルの政策策
定および予算編成において乳幼
児期の子どもの発達を優先させ
ることを目的として提携を結び
ました。国主導の資金投入およ
び地域レベルの参加を促進し、
すべての子どもが質の高い栄養
状態を保つことや、早期の刺激
や学習、保護環境を整えること
を目標に掲げています。
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2016 年、子どもの栄養改善を
目指すユニセフの取り組みは、さ
まざまなパートナーシップの協力
によって進められました。

例えばニジェールでは、欧州連
合（EU）のほか、さまざまな非
政府組織（NGO）との連携の下、
20 の地域における乳幼児のカウ
ンセリング、1 万 3,700 人以上
の地域保健ボランティアの研修な
ど、地域住民の栄養状況を改善す
る取り組みを行いました。

ユ ニ セ フ と 世 界 食 糧 計 画
（WFP）は、国連食糧農業機関
（FAO）と提携し、地域を基盤と
した合同レジリエンス（回復力）
戦略 を 2016 年に採択しました。
この戦略は、生活生産性の向上、
基本的なサービスへのアクセスの
改善、セーフティネットの提供に
よって、緊急事態の影響を低減す
ることを目指しています。また、
ユニセフとWFPは、干ばつによっ
て深刻な被害を受けた地域に暮ら
す 6 万世帯を対象に、現金給付
を中心とした合同イニシアティブ
を拡充しました。この協働アプ
ローチでは、WFP の食糧引換券
を補完するものとして、毎月ユニ
セフからの現金給付が行われてい
ます。

国際レベルの取り組みでは、
2030 年までに飢餓と栄養不良
を撲滅するべく国レベルの取り
組みを支援する「栄養改善拡充
の た め の 枠 組 み（Scaling Up 
Nutrition：SUN）」などのパート
ナーシップにおいて、積極的な役
割を果たしました。

@UNICEF: 

パートナーとの連携

乳幼児期の食事　

出産直後の授乳および少なくとも生
後 6 カ月間の完全母乳育児を提唱す
るユニセフでは、乳幼児の食事改善を
支援する政策および投資を促進する国
際プラットフォーム「母乳育児アドボ
カシー（Breastfeeding Advocacy）」
イニシアティブを支援しています。

2016 年、生後 6 カ月までの完全母
乳育児率が 50% を超えたと報告され
た国は 41 カ国に上ります。そのうち
のひとつ、ブルキナファソでは、母親

を支援するグループを作り、授乳方法
や衛生、家庭料理、乳幼児期の子ども
の発達について話し合う場を設けまし
た。こうしたユニセフの支援グループ
に参加する妊産婦や授乳中の母親の
数は、2015 年の約 7 万 600 人から
2016 年には 16 万 6,000 人以上にま
で増えています。

栄養状態を良好に保つには、完全母
乳育児に加え、離乳食の開始を生後 6
カ月以降にすべきだと言われていま
す。

右上： エチオピア・ティグレ州の保健セン
ターで生後 6 カ月の息子に母乳を与える母
親
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2016 年、南スーダンではひっ
そりと危機が広がっていました。
何十万人もの子どもたちが栄養不
良に苦しんでいると推定されてい
たのです。重度の急性栄養不良に
陥った子どもは、マラリアや肺炎
などの病気の死亡率が健康な子ど
もの 9 倍に跳ね上がります。

ユニセフは、2016 年の 1 年間
で 20 万人以上の子どもたちを治
療しました。また、地域保健員と
の協力の下、支援の届きにくい遠
隔地において栄養不良の検診や栄
養治療食の投与を行いました。

南スーダン北部に位置するア
ウェルにも、そうした活動を行う
栄養治療センターがあります。子
どもの栄養不良率が国内最高を記
録するこの町で、1 本の巨木の下
に子どもを連れた女性たちが集
まっていました。子どもの体重を

計測し、その幼い命を救うために
必要不可欠な高カロリーのピー
ナッツペーストを受け取るためで
す。

6 人の子どもを持つアチルさん
（28 歳）は、健診を受けに双子を
連れて来ていました。生後 8 か
月の双子は、生まれたときからほ
とんど体重が増えておらず、男の
子は 4kg、女の子は 3kg 強しか
ありません。一家は前日から何も
食べていませんでした。

栄養治療センターから歩いて
45 分の自宅に戻ると、一週間分
の子どもの栄養治療食を置いてア
チルさんは言いました。「このペー
スト以外に食べさせてやるものが
ありません。食べ物を買ってやる
余裕があれば、栄養不良にはなら
ないのだけれど……」

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
ひっそりと広がる危機：栄養不良に苦しむ南スーダンの家族

左上： 南スーダン・アウェルの保健センター
で栄養不良の検査を受ける子ども
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ユニセフは、ニカラグア保健
省が実施する「あなたと一緒に 

（Soy Contigo）」イニシアティブ
を支援しています。これは、ニカ
ラグアの南カリブ海沿岸地域の取
り残された人々のコミュニケー
ションを改善することを目的とし
た取り組みで、妊産婦やその家族
に栄養や保健に関する情報を携帯
メールで送っています。2016 年
10 月現在、ブルーフィールズ市
内のコミュニティに 3 万通以上
の携帯メールを配信し、授乳や子
育て、妊娠合併症の早期兆候など
について助言しました。

© Kushi Baby 2016 

@UNICEF: イノベーション 2016
携帯メールを通じた栄養と
保健の情報提供
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栄養不良の治療　

子どもの健康と福祉に関する世界目
標を達成するには、重度の急性栄養不
良から子どもを守る取り組みを一新し
て、連携を強化する必要があります。
まずは予防を徹底した上で、必要が生
じれば効果的な治療を行うことが重要
です。

2016 年、ユニセフが実施した重度
の栄養不良の治療を受けて完治した
子どもの数は 300 万人で、治癒率は
88% に達します。

また、子どもの栄養不良治療の拡充
を促進するため、飢餓撲滅行動（Action 
Contre la Faim：ACF）などのパート
ナーと共に、「命を無駄にしない（No 
Wasted Lives）」イニシアティブを新
たに開始しました。目標は、重度の急
性栄養不良に対する行政の取り組み
を強化すると共に治療費を低減させ、
2020 年までに治療が受けられる子ど

もの数を年間 600 万人まで倍増させ
ることです。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#StopStunting.

ユニセフ南アジア地域事務所
は、国際ジャーナル『Maternal 
and Child Nutrition』において

「南アジアにおける発育阻害の
撲滅に向けて （Stop Stunting 
in South Asia）」と題した特集
の連載を開始しました。これは、
南アジアにおいて発育阻害が子
どもたちの成長と国家の発展を
いかに妨げているか、証拠とな
るデータや事実を提示して解説
するシリーズで、母子の栄養に
関する世界的な専門家の論文を
特集しているほか栄養と衛生の
関係性についても探究していま
す。
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栄養課題

消耗症と発育阻害のリスクが根強く
残る一方、最新データが示す肥満の子
どもの数も世界的に憂慮すべきレベル
に達しています。

ユニセフ、世界保健機関（WHO）、
世界銀行が 2016 年に合同で発表し
た報告書によれば、2015 年の肥満児
の数は、2000 年から 1,000 万人以
上増加し、世界全体で 4,100 万人に
達しています。こうした急激な増加は、
低中所得国を含めたあらゆる国々にお
いて栄養課題のひとつとして取り組む
べきです。

さらにユニセフは、微量栄養素の課
題にも取り組んでいます。各種ビタミ
ンをはじめとする必須栄養素を提供で
きるよう政策改善を図ると共に、最も
支援を必要としている子どもや女性を
対象に微量栄養素の補給と栄養状態の
強化に取り組んでいます。2016 年の
最新の国際統計によれば、重点国にお
いてビタミン A 栄養補給剤を年 2 回
投与している生後 6 カ月から 59 カ月
の子どもの数は 2 億 7,300 万人に上
ります。

前年に引き続き、鉄分不足による貧
血を予防する国のプログラムや政策も
支援しています。微量栄養素パウダー
を配布した国の数は、2011 年の 22
カ国から 2016 年は 65 カ国と 3 倍に
増加しました。年間受益者数も、ユ
ニセフが支援した 830 万人を含め、
1,000 万人以上に達しています。

すべての子どもたちに支援を

前年に引き続き、ユニセフの栄養改
善への取り組みは、最も困窮した子ど
もたちへの支援を最優先に行われまし
た。

重度の急性栄養不良の検診や治療を
受けた何百万人もの子どもたちのう
ち、230 万人は人道危機地域の影響
を受ける国や地域で暮らす子どもたち
です。南スーダンに限っても、2016
年にユニセフの栄養不良治療支援を受
けた重度消耗症の 5 歳未満児の数は
2015 年より 50 パーセント以上も増
加しました。

深刻な干ばつに襲われたエチオピア
では、支援が最も届きにくい地域の子
どもたちが最も大きな影響を受けまし
た。しかし、ユニセフの保健・栄養チー
ムと政府が一体となった対応によって
効果の最大化が図られ、最も取り残さ
れた地域に焦点を当てた国の保健平等
戦略を確実に実施することができまし
た。

また、イエメンの崩壊した保健シス
テムの修復に取り組んだほか、ナイ
ジェリア北東部では新たにアクセスで
きるようになった地域の食料の確保と
栄養状態の向上に寄与しました。

以上はほんの一例ですが、こうした
課題が示す通り、2030 年までに子ど
もの栄養不良を撲滅するという目標を
達成するには世界全体で協力しなけれ
ばいけません。ユニセフでは、これま
での進展を土台に、すべての子どもの
栄養状態の改善を達成するため、様々
なパートナーと協力していく方針を掲
げています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#BestStartInLife. 

乳幼児期の栄養や刺激、その他
の要素が子どもたちの将来に重
大な影響を及ぼすことを周知す
るため、ユニセフ・ウガンダ事
務所は 9 月、国内大手の報道機
関と共に「最善の人生のスター
トを切るために（Best Start in 
Life）」キャンペーンを開始しま
した。また並行して、乳幼児期
の子どもの発達に関する統一戦
略が政府によって採択されてい
ます。

38 ページ下： インドのアーンドラ・プラデー
シュ州の栄養支援を行うセンターに集まる
子どもたち
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教育

2016 年、ユニセフが実施した教育支援のハイライト

教材を提供し、33万以
上の教室に教育設備を
配備した。155カ国にお
いて誰もが受け入れら
れる、公平な教育機会
提供のための支援を行
った

人 道 危 機の影 響 下に
ある国や地域で暮らす
1,170万人の子どもた
ちに教育支援を届けた

教育システムの強化に
より、質の高いECDプロ
グラムを持つ国の割合
が、2013年時点の31
パーセントから52パー
セントまで高まった

質の高い教育を、すべての子どもたちに

最も脆弱で不利な立場にある子ども
たちにとって、人生は不平等に満ちて
います。予防接種の機会もなく、社会
から取り残される日々を送っているの
です。

こうした不平等は教育にもはっきり
と表れています。学校に通えない小
中学齢期の子どもの数は世界全体で 1
億 2,100 万人以上、質の高い教育を
受けられない子どもは推定 2 億 5,000
万人に上ります。

教育に関する持続可能な開発目標
（SDGs）では、国際社会全体の目標
として 2030 年までに「すべての人
が公平に受けられる質の高い教育の完
全普及と、生涯にわたって学習できる
機会の向上 」を達成することが掲げ
られています。この目標に向かって、
ユニセフでは、貧困、紛争、ジェンダー、
民族、障がい、児童労働といった問題
によって取り残されてしまった子ども
たちに教育の機会を提供するための活
動を行っています。

学習成果の改善

持続可能な開発目標（SDGs）が
採択されて以来、ユニセフは、学習
成果の改善や公平かつインクルーシ
ブな（誰もが受け入れられる）教育
を促進するため、資金その他の支援
を行いました。地域・世界レベルで
は、2030 年に向けた教育に関する
持続可能な開発目標（SDGs の目標
4）、教育のためのグローバル・パー
ト ナ ー シ ッ プ（Global Partnership 
for Education）、国連女子教育イニ
シ ア テ ィ ブ（United Nations Girls’ 
Education Initiative）など、教育制
度の強化を目指した主要な取り組みに
おいて引き続き主導的な役割を果たし
ています。

さらに 2016 年、長引く紛争や緊
急事態下での子どもの継続的な教育を
実現するため、教育基金「教育を後回
しにはできない（Education Cannot 
Wait）」が発足しました。これは、危
機の影響を受けている子どもや青少年
が教育を受け続けられるよう、そして
世界で最も深刻な人道危機に見舞われ

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#EducationForAll.

1 月、ユニセフは、紛争地域に
暮らす子どもの 4 分の 1 近くが
学校に通えていないという分析
結果を発表しました。紛争が続
く 22 カ国の小中学齢期の子ど
も 1 億 900 万人のうち、2,400
万人近くが教育を受けられない
状態にあります。読み書きなど
の基礎能力を身に着けられなけ
れば、子どもの未来の可能性は
奪われてしまいます。

41 ページ下： 南スーダン・ベンティウの小
学校の窓から顔を出す女の子
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ている地域に教育を届けられるよう、
新たな活力と戦略を生み出すことを目
的とした協働アプローチで、ユニセフ
はそれを主導する役割を務めていま
す。

2016 年は、1,570 万人の子どもに
教材を提供し、33万以上の教室に教
育設備を配備しました。また、3 万
9,000 カ所の学区において、教育管
理や計画策定、インクルーシブな（誰
もが受け入れられる）教育に関する研
修も行っています。すべての子どもが
「公平な競争の場」に立つには、就学
前教育へのアクセスを提供することが
必要かつ有効な取り組みだとユニセフ
は考えています。

緊急事態下の教育

近年、何百万人もの子どもたちが故
郷を奪われ、学校に通えなくなってい
ます。気候変動や経済危機、格差の拡
大や自然災害によって多くの移民・難
民が生まれていますが、その大半は自

分の意思に反して移動を余儀なくされ
た人々であり、公式の教育を受けられ
ない状態にあります。世界中で暮らす
移民・難民の半数以上は子どもです。

ユニセフでは、すべての子どもに教
育を届けることを目標に掲げています
が、人道危機の影響を受ける子どもが
増えていることから、支援も強化せざ
るを得なくなっています。結果として、
2016 年は 1,170 万人の脆弱な立場
に置かれた子どもたちに基礎教育支援
を実施しました。中央アフリカ共和国、
南スーダン、ウクライナなど人道危機
に陥った多くの国において、教育支援
が組み込まれた緊急支援を行っていま
す。

3分の 1 の学校が破壊されたか使
用できない状況になっているシリアで
は、350 万人近くの学齢期児童がユ
ニセフの教育支援を受けました。しか
し、いまだ 170 万人の子どもが基礎
教育を受けられない状態にあります。

ブルキナファソ、レソト、パプ
アニューギニアなどのユニセフ現
地事務所では、携帯電話のアプリ
ケーションを教育システムに取り
入れることで、質の高い教育環境
を整えるために必要な情報を得た
上で重要な判断を下すことができ
るようになりました。2015 年に
携帯メールを使ったリアルタイム
のデータの報告がエボラ流行対策
の一助となったシエラレオネで
は、政策策定や事業計画につなが
る学校単位の重要な指標について
のデータ収集を支援しています。
また、ウガンダでは、37 県の市
民 1 万人から現地状況の報告を
受け、その情報を教育スポーツ省
のデータベースに組み込んでいま
す。

@UNICEF: イノベーション 2016

重要な判断の助けとなるデータ
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右上： ヨルダンで再び学校に通えることに
なったシリア難民の兄弟

2016 年 8 月末、7 歳の少年ア
ブドゥル・マレク君はわくわくと
した気持ちを抑えきれずにいまし
た。初登校が目の前に迫っていた
のです。2 人の兄、ハムザ君とバ
クル君は、自宅のあったシリアの
ダルアーから避難する前とヨルダ
ンに到着した後に少しだけ学校に
通っていましたが、その後は通え
なくなっていました。
「友達に会いたいし、先生にも

会いたい。勉強していた頃が懐か
しい。また学校に行けるなんて夢
みたいだ」と、10 歳になるバク
ル君は言います。

母親のワファア・マレクさんに
よれば、一家は 3 年前にアンマ
ンの北にあるイルビドにやって来
て定住しました。父親は家族を養
うため、トルコ経由でドイツに仕
事を探しに行っています。

公式の教育を受けられない間、

マレク君たちはイスラム慈善セン
ター協会（Islamic Charity Center 
Society：ICCS）がユニセフの支
援を得て運営するユースセンター
に通っていましたが、ヨルダン政
府の大規模キャンペーンによっ
て、ようやく 3 人とも学校に通
えるようになりました。
「 す べ て の 子 ど も に 教 育 を

（Learning for All）」と名付けら
れたこのキャンペーンは、ユニセ
フの支援の下、メディアや訪問活
動によって広められ、子どもを持
つすべての親と保護者に、国籍も
出自も関係なく、子どもを学校に
通わせようと呼びかけています。

学校に戻る前日の夜、バクル君
は「みんなを助けるためにお医者
さんになりたい」と夢を語ってく
れました。そして最後に、「たく
さんお金も稼げるでしょ」と、付
け足しました。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
マレク３兄弟：再び学校に通えるようになったシリア難民の子どもたち

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#EmergencyLessons.

欧州連合（EU）とユニセフは 5
月、緊急事態下にある子どもた
ちが教育を受けられるように支
援するソーシャルメディアキャ
ンペーンを開始しました。こう
した動きに関連し、トルコのイ
スタンブールで第 1 回世界人
道サミットが開催され、ユニセ
フ主催の緊急事態下の教育を支
援する初の国際基金「教育を後
回しにはできない（Education 
Cannot Wait）」の設立が発表
されました。

#WorldsLargestLesson.

モロッコ王国は、持続可能な開
発目標（SDGs）の進捗報告を
行っている 22 カ国のうちのひ
とつです。ユニセフ・モロッコ
事務所では、この世界目標の達
成に向けて若者の参加を促進し
ようと「SDGs を学ぶ一週間～
World’ s Largest Lesson」を
開催しました。

©
 U

N
IC

E
F 

S
yr

ia
n

 A
ra

b
 R

ep
u

b
lic

/2
01

6/
M

aj
ee

d



43

ノルウェーは、ユニセフの特定
分野向け拠出の拠出上位国のひ
とつです。2016 年の拠出額は約
8,000 万ドル、そのうち 89% が
人道危機における教育支援に使わ
れました。

また、ドイツ政府からは、シ
リア難民の子どもたちの学校教
育に対する支援のほか、レバノ
ンにおける「すべての子どもに
教 育 を（Reaching All Children 
with Education）」 キ ャ ン ペ ー
ンに 5,000 万ドル弱、ジンバブ
エ の 教 育 開 発 基 金（Education 
Development Fund）に約 1,500
万ドルの資金援助がありました。

また、「失われた世代にしない
た め に（No Lost Generation）」
キャンペーンの一環として、シリ
ア危機に対応するための EU 地域
信託基金（別名 Madad 基金）の
支援の下、ヨルダン、レバノン、
トルコの子どもと青少年 32 万人
以上を支援しています。

企業サポーターに関しては、
H&M 基金から 530 万ドルの寄
付が寄せられ、ミャンマーの子ど
もたち 48 万人に質の高い初等・
前期中等教育へのアクセスを提供
しました。

また、LEGO グループおよび
LEGO 基金との乳幼児期の子ども
の発達に関するパートナーシップ
は 2 年目に入り、南アフリカに
おいて教員等 15 万人を対象とし
たオンライン研修プラットフォー
ムを確立しています。LEGO グ
ループからは、業界初の子どもの
デジタルセーフティポリシーの策
定に関する協力も受けています。

@UNICEF: 

パートナーとの連携

早期教育
　

早期教育が子どもの認知発達と将来
に非常に大きな影響を与えるという認
識は世界中に広まっています。早期教
育の機会は、学習成果の改善や社会格
差の是正に不可欠なものです。

2016 年、貧困家庭の幼い子どもの
4 分の 1 以上が早期教育プログラム
に参加している国は、ユニセフが支援
を展開する国の 27% に上りました。
質の高い早期教育プログラムや有効
な政策が報告されている国の割合は、
2013 年の 31% から 52% に増加し
ました。

例えばウガンダでは、2016 年に政
府が採択した総合的な乳幼児期の子ど
もの発達（ECD）政策の一環として、
子どもたちは一年間、無償で就学前教
育を受けることができます。ECD へ
の理解を広めるため、ユニセフ・ウガ
ンダ事務所はメディアやソーシャルメ
ディアなどを通じた大規模キャンペー
ンを行いました。

中国でも、効果的なアドボカシー（政
策提言）が展開され、子どもの早期教
育を優先する政府ガイドラインが新た
に採択されています。ユニセフが支援
する 4 つの省は、2013 年から 2016
年の支援の結果、発達の遅れが 37%
減少したと報告しています。

緊急下の早期教育も重視していま
す。例えば、フィジーをはじめとする
太平洋諸島が熱帯サイクロンに襲われ
た 2016 年 2 月、早期ケアセンター
や幼稚園の幼い子どもたち 1 万 3,000
人以上が学習と成長を継続できるよう
に支援教材 332 キットを届けました。

誰もが受け入れられる、公平な制度
　

ユニセフでは、農村地域や正規教育
年齢を超えた青少年の中等教育の拡充
など、青少年の就学率や出席率の格差
縮少に向けて取り組んでいます。

教育の恩恵をより公平に届けるとい
う使命を果たすため、ユニセフはさ
まざまな取り組みを実施しています。
2016 年、公平な教育のために活動し
た国の数は、155 カ国に上りました。
学習評価制度の確立、「子どもにやさ
しい学校」基準の策定、非公式教育や
地方語と公用語のバイリンガル教育の
確立などに注力しつつ、最も取り残さ
れた子どもたちが直面する学習上の問
題を把握し、それを克服する取り組み
を支援しています。

また、障がいを持つ子どもたちの教
育の機会を改善するため、前年同様、
データの収集や意識向上、対話の促進
を呼びかけています。エジプトでは、
公立校 120 校で障がいを持つ子ども
1,326 人の普通学級入学を支援し、イ
ンクルーシブな（誰もが受け入れられ
る）学習環境を整備しました。またセ
ルビアでは、17 校の教育施設で、障
がいを持つ生徒の親が個別学習計画に
関して教員と相談したり、同じ問題を
抱える人たちが互いに支え合うような
サポートを受けられるよう支援しまし
た。
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長年続く「若者に力を（Power 
for Youth）」プログラムを通して、
金融グループ ING とユニセフは
10 万人近くの子どもたちに革新
的な学習の機会を提供し、金融リ
テラシーその他の能力開発を進め
ています。このパートナーシップ
は、1,000 万人以上の十代の男
女のためのシステム・サービスの
強化にも貢献しています。

@UNICEF: 

パートナーとの連携

下： 紛争の被害を受けたイラク・ラマー
ディーの学校に戻ったサジダちゃんたち

女子教育

ユニセフが支援を展開している国のうち、少なくとも 3 分の 1 は女子の中等教
育を優先課題と認識し、教育制度におけるジェンダー配慮を促進するために国・
地方・学校レベルで相応の予算を確保しています。

ユニセフの支援によって、イラクでは、女の子 33 万 4,000 人が教育を受けら
れるようになりました。パキスタンでは、2 州 60 県でジェンダーバリア対策に焦
点を置いた県の計画を支援しました。ナイジェリアでは、授業料が払えるよう 2
万 4,000 人以上の女の子を対象に現金給付支援を行いました。

インクルージョン（誰もが受け入れられること）を掲げ、女の子と男の子が同
等に質の高い教育を受けられるようにすることにユニセフは注力しています。都
市化や移民・難民危機、気候変動など、非常に困難な課題への対応を迫られてい
る今でも、その方針は変わりません。こうした活動では、さらなるデータの収集
が重要となり、イノベーションやパートナーシップが中核的役割を果たすことに
なるでしょう。これは、すべての子どもの教育を受ける権利を守る、ユニセフの
取り組みの核心でもあります。
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子どもの保護

2016 年、ユニセフが実施した子どもの保護に関する支援のハイライト

53カ国で、人道危機の
影響を受ける460万人
の子どもと女性を保護
し、多くの子どもたちに
地雷教育を行った

家族と離れ離れになっ
た2万1,000人以上の
子どもたちの家族再会
を支援し、それ以外の子
どもたちにも代替となる
ケアを行った

インターネット上の性
的搾取から子どもたち
を守る啓蒙活動を通し
て、1,300万人に情報を
届けた

移民・難民の子どもたち

アフリカや中東で暴力、搾取、武力
紛争の圧力が高まり、国境を越えて避
難する人の数も増加していることか
ら、人道支援を実施する上でも課題が
生まれています。

2015 年時点で、生まれた国以外へ
移住した子どもの約 3 分の 1 は難民
でした。5,000万人近い子どもたち（世
界の子どもの 45 人に 1 人）が社会的
身分、教育の機会や身の安全を保障さ
れないまま国外で暮らしています。移
動中や再定住後も家族は社会から取り
残され、差別や貧困に苦しんでいます。

2016 年にヨーロッパに流入した移
民・難民の数は 38 万 8,000 人近く
に上ります。その多くは、地中海をボー

トで渡ってきた人たちです。イタリア
やギリシャに入国した移民・難民の半
数近くは、女性と子どもたちでした。
家族と離れ離れになった子どもたちも
非常に多く、海を渡ってイタリアに入
国した子どもの 92% は単独、あるい
は家族からはぐれてしまった状態でし
た。

こうした子どもの移民・難民に対
し、ユニセフはさまざまな支援を提供
しています。具体的には、最もリスク
の高い子どもたちの把握、家族との再
会支援や代替ケアの提供、子どもたち
の学校教育の継続、心理社会的サポー
トや医療保健サービスの提供、こう留
に対する人道的な解決の提唱、再定住
後の現地の教育システムへのスムー
ズな組み込みなどを支援しています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#BringBackOurChildhood.

ユニセフは、武装勢力ボコ・
ハラムの長年の暴力によって、
140 万人の子どもたちが家を
追われ、100 万人がアフリカ
のチャド湖畔一帯に閉じ込めら
れていると報告。9 月の国連移
民・難民サミットに先立って発
表したもので、こうした状況へ
の対応を国際社会へ強く訴えま
した。
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紛争地域における子どもの保護　

多くの親が先行きの読めない危険な
移住を選んでいるという現実こそが、
自国の厳しい状況を物語っています。
貧しく厳しい立場にあって移住するか
どうかを悩んでいる家族の場合、気候
変動に伴う収穫の激減や定期的な干ば
つが背中を押すこともあります。

現在、移民・難民危機は第二次世界
大戦以来最大規模となっていますが、
その主な要因が武力紛争と暴力です。
紛争国・地域で暮らしている子どもの
数は推定 2 億 5,000 万人にも上りま
す。

緊急事態下での機関間の連携を促進
する協力モデルの一環としてユニセフ
は、2016 年に 60 件の危機において
子どもの保護活動を主導しました。ま
たジェンダーに基づく暴力については、
12 件の緊急事態において各支援組織
のまとめ役として取り組みました。紛
争地域に展開するユニセフの保護チー

ムは、家族と離れ離れになった子ども
2 万 1,000 人以上を保護し、親または
養育者との再会を支援しました。また、
家族をなくした子ども 3 万 3,000 人近
くに里親家庭などの代替ケアも提供し
ています。

さらに、緊急事態下にある子ども
たち 300 万人以上に心理社会的サ
ポートを提供したほか、人道危機下
に置かれている 53 カ国の女性と子
ども計 460 万人に対して、ジェン
ダーに基づく暴力から保護するため
の支援を届けました。

子どもの徴用の廃止に向けた取り組
みでは、前年の 2 倍の数の子どもを
武装勢力から解放しました。ユニセフ
の支援で解放された子どもたち 2 万
1,000 人以上のうち、1 万 1,000 人
以上が家族やコミュニティに戻り、医
療サービス、心理社会的サポートやカ
ウンセリング、家族追跡・再会サービ
スのほか、教育や職業訓練を受けまし
た。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#ReplyForAll.

ユニセフ・マレーシア事務所
は 6 月、ソーシャルメディアや
チャットアプリが子どもの性的
虐待や搾取にどれほど利用され
ているかを示すキャンペーンを
開始し、子どもの保護を強化す
る法律の必要性を訴えました。
国際イニシアティブ「#Reply-
ForAll」の一環として、インター
ネットが青少年に及ぼす危険性
を広く知らせると共に、青少年
が自分自身と仲間を守れるよう
にエンパワーメントを図ってい
ます。

#ENDviolence.

7 月、「子どもへの暴力撤廃の
ためのグローバル・パートナー
シップ（Global Partnership 
to End Violence Against 
Children）」始動のために各国
リーダーが集まった国連会議に
子どもたちも参加しました。世
界では 5 分に 1 人の子どもが暴
力のために命を落としており、
こうした子どもに対する暴力の
撤廃に焦点を当てた共同基金で
す。なお、同理事会の共同議長
は、ユニセフのアンソニー・レー
ク事務局長が務めています。

右： 南スーダンの国連宿営地で、石鹸で髪
を洗う男の子
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タイ国境に近いカンボジア北
西部に、ユニセフの支援の下、
非政府組織（NGO）Goutte d’eau

（「一滴の水」の意）が経営する
青空教室があります。ある晴れ
た日の朝、子どもたちが勉強に
励んでいました。

その中の一人、13 歳のサヴィ
さん（仮名）は Goutte d’ eau
で教育を受け始めて 1 年になり
ます。7 歳のとき、子どもを狙っ
た人身売買業者に連れ去られた
サヴィさんは、生まれつき歩行
が困難だったため、そこに付け
込んだ業者によってバンコクの
道端で 5 年間物乞いをさせられ
ました。

Goutte d’ eau は、 サ ヴ ィ さ
んのように人身売買業者に連れ
去られ、その後タイから送還さ
れた子どもたちを支援するカン
ボジア政府機関のひとつで、過
酷な搾取を受けた子どもたちに

合わせて授業やアクティビティ
を提供しています。

ソーシャルワーカーのキム・
ベスさんは、サヴィさんが初め
てセンターに来たときのことを
振り返り、あまりにも長く連れ
去られていたために母国語であ
るクメール語も理解できなかっ
たと話します。「いまだに自分の
故郷の町を思い出せないみたい
です」

人身売買から解放された子ど
もたちにはよくあることですが、
サヴィさんは最初とても物静か
でした。しかしスタッフが根気
強く歌やダンス、工作や授業に
誘ううち、次第に打ち解けはじ
め、一歩ずつ前進を重ねていき
ました。視察に訪れた人々にサ
ヴィさんは、大きくなったら中
学校のクメール語の先生になり
たい、と夢を語りました。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
帰ってきたサヴィ：人身売買された子どもたちに安全な環境を

（カンボジア）

左上： カンボジア北西部で、過酷な搾取を
受けた子どもたちに教育やアクティビティ
を提供するセンター
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ユニセフは、各国の子どもの保
護システムを強化するため、グ
ローバル・ソーシャルサービス・
ワークフォース・アライアンスな
ど、さまざまなグローバル・パー
トナーと連携しています。2016
年は、人道危機対応・開発の両方
において、さまざまな子どもの保
護課題に関する戦略的パートナー
シップが進められました。

例えば、暴力の問題では「子
ど も へ の 暴 力 撤 廃 の た め の グ
ロ ー バ ル・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

（G l o b a l  P a r t n e r s h i p  t o  
E n d  V i o l e n c e  A g a i n s t  
Ch i l d ren）」と 連 携 し、 出 生
登録および国籍取得の問題に関
し て は 国 連 難 民 高 等 弁 務 官 事
務 所（UNHCR） と 共 同 で「 す
べ て の 子 ど も の 国 籍 取 得 の 権
利 に 関 す る 連 携（Coalition 
on Every Child’ s Right to a 
Nationality）」を主導しています。
また、あらゆる人道的状況にお
いて子どもを保護するための調
整を進めるため、「人道支援にお
ける子どもの保護のための連携

（Alliance for Child Protection 
in Humanitarian Action）」にお
いても積極的な役割を果たしてい
ます。

世 界 的 に 移 民・ 難 民 危 機 が
広 が っ た 2016 年、 ユ ニ セ フ
は 国 連 難 民 高 等 弁 務 官 事 務 所

（UNHCR）、国際移住機関（IOM）、
移民・難民受入国のユニセフ協会

（国内委員会）と人の移動を支援
するパートナーシップを強化しま
した。また、人身売買を防止する
ため、国際移住機関（IOM）や国
連薬物・犯罪事務所（UNODC）
とも連携して取り組んでいます。

@UNICEF: 

パートナーとの連携
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ユニセフの青少年・若者向けの
携帯電話のメール機能を活用した
ツール「U-Report（ユー・レポー
ト）」を通して実施された世論調査
において、18 カ国 10 万人の回答
者のうち、3 分の 2 が「いじめの
被害にあったことがある」と回答
しています。毎年、何百万もの子
ども、青少年が学校で何らかの暴
力やいじめを受けており、肉体的・
精神的ダメージを負っています。
この U-Report の世論調査は、暴
力根絶を目指すユニセフの取り組
みの一環として行われたものです。

@UNICEF: イノベーション 2016

U-Reportを使ったいじめに関す
る世論調査

子どもに対する暴力根絶　

12 月、「子どもに対する暴力根絶
（End Violence Against Children）」
キャンペーンの一環としてユニセフ
は、親善大使のデイビッド・ベッカム
氏が出演する動画を発表しました。ユ
ニセフ・イギリス委員会と協働で制作
したこの動画は 1,800 万回以上再生
されています。

子どもに対する暴力の予防と対応の
ため、ユニセフは、124 カ国で司法・
法執行分野の強化や子どもの保護を担
う関係者（ソーシャルワーカーや教員、
保健員など）の支援を中心にさまざま
な活動を展開しました。また、暴力の
被害を受けている子どもたちが必要と
するサービスの拡充を支援し、地域や
子どもたち自身がリスクを把握して暴
力を報告できる仕組みづくりを促進し
ました。

世界レベルの取り組みとしては、「子
どもへの暴力を予防するための 7 つ
の戦略（INSPIRE：Seven Strategies 
for  Ending V io lence Against 
Children）」に関する技術支援を提供
しています。この分野横断的なプロ
グラムは、世界保健機関（WHO）と
ユニセフが他の支援機関と共に策定
し、子どもへの暴力撤廃のためのグ
ローバル・パートナーシップ（Global 
Partnership on Ending Violence 
against Children：GpeVAC）を通し
て進められています。

子どもに対する暴力根絶　

ユニセフは、子どもの権利を保護し、
子どもたちを暴力から守るため、すべ

ての子どもが無償で出生登録を行える
ように長年支援してきました。2016
年にユニセフが実施した出生登録に関
する国レベルの支援は、前年に比べて
30% 増加しています。

児童労働の危険にさらされている子
どもへの支援や児童労働からの解放に
おいても、さらなる進展が見られまし
た。児童労働における支援は、世界各
地の子どもたち約 750 万人に恩恵を
もたらしています。

また、国連人口基金（UNFPA）と
共に、女性性器切除（FGM/C）撲滅
に向けた取り組みを継続しています。
この取り組みでは、女性性器切除撲滅
に向けた政策環境の整備、被害者のた
めの質の高いサービスのアクセスと利
用の改善、女性性器切除の背景にある
社会規範に焦点を当てた対策が進めら
れています。16 カ国 2,900 カ所以上
のコミュニティで女性性器切除の廃止
が宣言され、エジプトでも 10,080 世
帯が同様の宣言を行いました。廃止が
宣言された地域に住む人の数は世界全
体で約 850 万人に上ります。

ユニセフは 2016 年、42 カ国で児
童婚を終わらせるキャンペーンを支援
しました。このうち 12 カ国では、児
童婚の危険にさらされているか、す
でに結婚している十代の女の子を支
援する取組みとして、国連人口基金

（UNFPA）とユニセフによる「児童
婚を終わらせよう－行動促進のため
のグローバル・プログラム（Global 
Programme to Accelerate Action 
to End Child Marriage）」が行われ
ています。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#ChildrenUprooted.
8 月、ユニセフは、中央アメリ
カでは毎月、ギャングによる暴
力や貧困から逃れるため、何千
人もの子どもたちが北アメリカ
などへ避難しているが、その途
中で誘拐や人身売買、レイプな
どの危険にさらされ、命を落と
すこともあると警鐘を鳴らしま
した。こうした子どもたちのこ
う留は、最後の手段としてしか
認められず、その場合も保健
サービスなど生活に不可欠な
サービスへのアクセスを確保す
る必要があるとユニセフは主張
しています。

インターネット上での子どもの保護

ユニセフにとって高まる懸念のひとつとして、インターネット上の子どもの虐待や搾取が挙げられます。インターネットを
利用する子どもや青少年の数は 10 億人に上ると推定されており、インターネットの利用状況を検証するため、各種調査やデー
タ収集、「グローバル・キッズ・オンライン」パートナーシップなどのキャンペーンが実施されています。

2016 年、25 カ国において 18 歳の若者 1 万人以上を対象に国際世論調査を実施したところ、80% 以上が「インターネット
上で子どもが性的虐待や搾取を受けていると思う」と回答しました。ユニセフでは、情報通信技術の恩恵とデジタル化が進む
社会における子どもの保護の強化を両立する政府や市民社会、民間部門の戦略やプログラムの実施を支援しています。
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社会へのインクルージョン

2016 年、ユニセフが実施した社会へのインクルージョン（誰もが受け入れられる社会）
構築のための支援のハイライト

世界銀行と協力し、極度
の貧困下で暮らす子ど
もたちの数に関する世
界初の調査を行った

難民や移民が利用でき
る社会的養護のための
現金給付プログラムを1
億7,900万人に対し実
施した

世界人道サミットにおい
て、社会的養護制度に
緊急事態への備えや予
防を組み込むことを各
国政府に約束させた

貧困が子どもに与える影響

2030 年に向けた持続可能な開発目
標（SDGs）のひとつに、子どもの貧
困の撲滅が掲げられています。こうし
た状況を踏まえ、ユニセフは、この重
大な課題に対処する国連加盟諸国を
支援しました。

貧困が子どもに与える影響は一生
に及び、今後の世代や社会に影を落
とすと考えられています。ユニセフ
の報告書『世界子供白書 2016（The 
State of the World’ s Children 
2016） 』が指摘する通り、2030 年
に向けた世界目標の各課題分野にお
いて、進展を加速し、費用対効果を高
めるためには、出身地や民族的帰属、
ジェンダー、貧困や障がいなど、さま
ざまな理由によって健全な子ども時
代を奪われている子どもたちをター
ゲットに据え、公平性を重視したアプ
ローチを取ることが重要です。

極度の貧困を分析し、対応する

ユニセフでは、子どもの貧困に関す
る報告を徹底し、その対策を国の行動

計画に組み込むため、世界各国の政府
と協力しています。ユニセフが協力す
る国のうち、53 カ国において子ども
の貧困レベルが定期的にモニタリン
グされています。

ユニセフと世界銀行は、1 日 1.90
ドル未満で生活している子どもの数
が 89 カ国 3 億 8,500 万人近くに上
るという分析結果を発表しました。こ
れは、極度の貧困の中で暮らす子ども
たちに関する世界で初めての分析で
す。この報告書『極度の貧困を撲滅す
る：子ども中心に（Ending Extreme 
Poverty: A Focus on Children）』に
よれば、極度の貧困の中で暮らす子ど
もの割合はおとなの 2 倍に達してい
ます。

国レベルでも、最も貧しく最も弱い
立場にある子どもたちに関するデー
タが、ユニセフ現地事務所より公表さ
れています。102 カ国で子どもの貧
困に関するデータが公表されている
ほか、少なくとも 18 カ国で国家機関
と共に実施した子どもの貧困に関す
る研究や報告書が発表されました。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#EndPoverty.

ユニセフと世界銀行グループ
は 10 月、『極度の貧困を撲滅
する：子ども中心に　(Ending 
Extreme Poverty: A Focus on 
Children)』と題した報告書を
発表し、低中所得国において極
度の貧困の中で暮らす子どもの
割合はおとなの 2 倍に達するこ
とを明らかにしました。また、
世界全体では 2013 年時点で 3
億 8,500 万人近くの子どもたち
が 1 日 1.90 米ドル未満で暮ら
していると伝えています。
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ユニセフの社会政策チームは、
国・地域・世界レベルのパートナー
シップの構築と強化を図り、政策
支援や対話の促進を通して子ども
や家族に関連する法改正や予算編
成に向けて働きかけています。

極度の貧困やジェンダー差別、
障がいや無国籍などの問題に直面
する子どもたちの社会的養護を拡
充するためには、財務省や国会、
世界銀行グループ、国際労働機関

（ILO）、国連開発計画（UNDP）、
国連経済社会局（UNDESA）など、
さまざまな機関との密接な協力が
不可欠となります。

世界の旅行業界にテクノロジー
ソリューションを提供するアマデ
ウスは、世界で最も困窮している
子どもたちを含め、誰もが受け入
れられるインクルーシブな開発を
促進するため、2012 年からユニ
セフとのパートナーシップを開
始しました。アマデウスのオン
ライン上の少数寄付システムを
通して寄せられたユニセフ募金
は、2016 年だけでも 100 万ド
ル近くに上ります。こうした募金
は、ユニセフの支援先を限定しな
い「通常予算」に使われているほ
か、「スクール・フォー・アフリカ」
や「スクール・フォー・アジア」、
世界予防接種プログラムなどの各
種キャンペーンにも利用されてい
ます。

また、アマデウスからユニセフ
のイノベーションチームに提供さ
れる旅行に関する集計データを
使って、緊急事態下の人道支援の
ためにリアルタイムの情報を利用
できる公開プラットフォームの開
発が進められています。

@UNICEF: 

パートナーとの連携

7 月のある暑い夏の日、明るく
元気な 5 歳の女の子タマヌちゃ
んは、かつて自宅のあった場所
を訪ねました。家は、2015 年に
バヌアツを襲ったカテゴリー 5
の熱帯サイクロン「パム」に飛
ばされてしまい、今はもう残っ
ていません。

タマヌちゃんがサイクロンで
亡 く し た の は 家 だ け で は あ り
ま せ ん。 支 援 を 受 け て い た バ
ヌアツ障がい者協会（Vanuatu 
Society for Disabled Persons：
VSDP）の早期学習支援グループ
も大きな被害を受けました。

しかし、サイクロンによる被害
を受けても VSDP は活動をやめ
ることはありませんでした。実
際、ユニセフから資金その他の
援助を受け、2016 年にプログラ
ムを拡充しています。現在では
サイクロンの被害にあった 4 つ
のコミュニティまで対象地域を
広げ、タマヌちゃんのような子
どもたちが切実に必要とするケ

アや発育支援サービスを提供し
ています。

VSDP のプログラムでは、障
がいのある子どもたちが、熱心
なボランティアを含む専門の教
員や家族のサポートを受けなが
ら学んだり遊んだり、自分のペー
スで成長できるように支援して
います。こうした早期学習支援
は、将来的に普通学級に入る機
会を提供するためのものであり、
実際にタマヌちゃんをはじめと
する 9 人の子どもが普通学級に
編入しています。

現在、タマヌちゃんは地域の
幼稚園に入園し、元気に日々を
過ごしています。「幼稚園は大好
き。歌うのも、絵を描くのも。
それに友達と遊ぶのもね」とタ
マヌちゃんは話してくれました。

サイクロン「パム」が残した大
きな爪痕にもかかわらず、VSDP
プログラムは災害前よりもさら
に強化されています。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
サイクロンのあとで：災害と障がいを乗り越えて
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子どもへの公的資金の投入

2016 年も、子どもや青少年に対す
る公的資金を増やすため、ユニセフ現
地事務所を通した各国政府との連携
を継続しました。具体的には、最も脆
弱な立場に置かれた子どもたちでも
生存や発達に必要なサービスやプロ
グラムの恩恵が受けられるように、予
算の適切な配分と効率的かつ公平な
運用を促進しています。

世界 47 カ所の現地事務所では、子
どもの多元的な貧困に対処するため、

適切な予算配分を促す政策枠組みや
予算枠組みへの支援が行われていま
す。

また、子どもたちに恩恵をもたらす
地方レベルの参加型メカニズムを強
化するため、地方分権や地方自治行政
に焦点を当てた活動も行われていま
す。2016 年は、支援を展開している
108 カ国において、最も困窮した家
庭を対象に、国・地方レベルの開発課
題に効果的に対処する参加型メカニ
ズムが実践されたと報告されていま
す。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#FairnessForChildren.

イタリアのフィレンツェに置か
れたユニセフのイノチェンティ
研究所は 4 月、先進国 41 カ国
における子どもの不平等に関す
るレポートカード『子どもたち
のための公平性（Fairness for 
Children）』を発表しました。
最貧困家庭の子どもたちが平均
的な所得の家庭の子どもたちに
比べてどの程度取り残されてい
るかを、その格差に焦点を当て
て分析し、貧困のリスクが若者
世代に引き継がれていることを
明らかにしています。

#ThisAbility.

ユニセフは、すべての人が楽し
めるスポーツの力を称え、FC
バルセロナとブラインドサッ
カーのパラリンピック・スペイ
ン代表チームが PK 対決する動
画を公開しました。ユニセフと
FC バルセロナ基金の 10 年に
わたるパートナーシップを反映
したこの動画は、国際パラリン
ピック委員会（IPC）の協力を
得て制作したもので、9 月に放
映されています。

左： 9 家族と共有するスペースで顔を洗う
7 歳のスシュミタちゃん（バングラデシュ・
ダッカ）
左ページ上： バヌアツで、サイクロンによ
り破壊された家の残骸で遊ぶタマヌちゃん
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2016 年 8 月のリオデジャネイ
ロオリンピック・パラリンピック
大会に先立ち、ユニセフ・ブラジ
ル事務所は、企業からの寄付を募
るアプリ「チーム・ユニセフ」を
通して、子どもたちのために行動
しようと世界各地の人々に呼びか
けました。これに対し、153 カ
国 3 万 3,000 人以上が参加登録
を行っています。

@UNICEF: イノベーション 2016

#TeamUNICEF

格差を埋める取り組みは、世界共通　

貧困は、低所得国に暮らす子どもた
ちに限った問題ではありません。実際、
貧困に苦しむ子どもの多くは中所得国
に暮らしています。

ユニセフは 2016 年、子どもの幸
福度に基づいて先進国を順位付けした
報告書「レポートカード」を発表し、
主観的な健康状態や教育、生活満足度
の格差を分析することで根強く残る不
平等を明らかにしました。

同報告書は、先進諸国に一連の提案
をしていますが、その内容は低所得国
に提案される解決策とあまり変わりあ
りません。例えば、最貧困家庭がさら
に取り残されないようにするための政
策の策定、公的資金の公平な配分と子
どもに焦点を当てた予算編成、学習成
果の格差の解消などが含まれます。

社会的養護制度　

社会的養護制度は、世界各地で何
百万もの人々を貧困から救うと共に、
子どもの生活に関するさまざまな指標
の改善にも寄与しています。特に社会
的養護のための現金給付は、最貧困家
庭に現金を直接渡し、地域経済を活性
化させ、社会的利益の連鎖を生むこと
で効果的に機能します。

こうした子どもに対する公的資金
を増やすため、ユニセフは 2016 年、
複数の国で政府との協力を進めていま
す。例えばタイでは、子ども手当の
対象の上限を 3 歳まで拡大しました。
マダガスカルでは、3 万 9,000 世帯
11万7,000人の子どもたちを対象に、
国内初の全国現金給付プログラムを開
始しています。またインドネシアでは、
現金給付が大幅に拡大し、最も弱い立
場にある家族にも支援が届くようにな
りました。

世界全体では、2016 年に現金給
付を通じて支援を受けた子どもの数
は、前年より 2,400 万人増加して 1
億 7,900 万人に達しました。またユ
ニセフでは、紛争のリスクが高い不安
定な国において、最も立場の弱い最貧

困層の社会的養護対策も支援していま
す。2016 年に行った緊急支援におけ
る直接現金給付は総額 5,120 万ドル
に達しています。

緊急時でも、誰も取り残さない　

2016 年 5 月に開かれた世界人道サ
ミットにおいて、ユニセフはパート
ナーと共に各国政府に働きかけ、社会
的養護制度に緊急事態への備えや未然
防止策を組み込むことを約束させまし
た。同サミットでは、緊急支援におけ
る現金給付支援の活用の増大、ならび
に政府や開発援助機関による取り組み
の拡大によって社会的擁護制度を強化
することを確認しました。

これにより、現地の地域は緊急事態
への備え・対応・復旧に対する管理を
強化することができると期待されてい
ます。

国レベルでは、49 カ国で緊急事態
の防止・備え・対応策を社会的養護制
度に組み込む支援を行い、56 カ国で
被災者へのアカウンタビリティ（説明
責任）の向上を促進しました。こうし
た支援により、各国で災害・紛争リス
クの計画・モニタリング制度への組み
入れが進んでいます。

© UNICEF/UN029325/Mesquita

右ページ下： 仕事を見つけるためリビアに
渡った父と離れ離れで暮らす、母と子ども
たち（ニジェール）
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移民・難民の保護

移民・難民が増加する現代では、政
府が直面する最大の課題のひとつに、
移動中の移民・難民に対しても受入れ
国の市民と同等の保護を保証すること
が挙げられます。ユニセフは、国内避
難民や難民、帰還民が既存の社会的養
護制度に組み込まれるよう支援を続け
ています。

長年続く人道危機によって移民・難
民の数は増え続けており、子どもたち
を含む多くの家族に深刻な影響をもた
らしています。

世界最大の難民受入れ国であるト
ルコで、ユニセフと政府は、立場の
弱い女性や子どもに一時的な保護を
保 証 す る「 緊 急 ソ ー シ ャ ル・ セ ー
フ テ ィ ネ ッ ト（Emergency Social 
Safety Net）」を計画しました。さら
にこのセーフティネットを補完するた
め、政府による既存の教育現金給付プ
ログラムの拡充を支援しています。　　　　　　　

この結果、難民の子どもたち 23 万人
が新たに給付対象に加わりました。

多くの難民を受け入れているヨルダ
ンでも現金給付プログラムを拡充し、
難民家族 1 万 5,500 世帯の少年少女
5 万 6,000 人を給付対象に組み入れ
ました。対象家族の 95% がこの給付
金によって子どもにかかる費用を十分
賄えるようになったと報告していま
す。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#GlobalKidsOnline.

ユニセフ、ロンドン経済政治学
院、EU キッズ・オンライン・ネッ
トワークの共同事業の一環とし
て実施された「グローバル・キッ
ズ・オンライン」プロジェクト
は、11 月、アルゼンチンの子
どもと青少年のインターネット
利用の利点とリスクに関する分
析結果を発表しました。同プロ
ジェクトでは、デジタル時代に
おける子どもたちの調査研究に
活用できる評価ツールを世界各
地で無償提供しています。
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ジェンダーの平等

2016 年、ユニセフが実施したジェンダーの平等に関する支援のハイライト

12カ国のコミュニティ
におけるアドボカシー
活動を通して、170万人
を対象に児童婚を終わ
らせるための活動を行
った

ジェンダーに基づく暴力
被害を防ぐため、約400
万人の人道危機下にあ
る女性と子どもに支援
を届けた

91カ国において、十代
の女の子への保健サー
ビスを国家保健戦略の
最優先事項とすることを
後押しした

女性と女子のエンパワーメント

ジェンダー平等および女性と女子の
エンパワーメントは、2015 年に国連
で採択された「持続可能な開発のた
めの 2030 アジェンダ」や、ユニセ
フの「ジェンダー行動計画（Gender 
Action Plan: GAP）2014 ～ 2017 年」
にも正式な目標として掲げられていま
す。

2016 年も引き続き、すべての活動
において女性と女子の平等とエンパ
ワーメントが重視され、保健・教育分
野を中心に大幅な前進を果たしまし
た。ユニセフの各国現地事務所では、
社会から取り残された女性や子どもた
ち、特に貧困地域や農村地域、都市の
スラムに住む女性や子どもたちが直面
する格差の是正に取り組み成果を挙げ
ました。

国・地域・現地レベルでは、児童婚
のほか、女性性器切除（FGM/C）な
どの有害な慣習を減らすための活動を
支援しています。社会から取り残され
た十代の女の子へのサービスの拡大を
図ると共に、政策決定や計画策定にお

ける女性の参加を促進する政府の取り
組みも支援しています。また、政府の
決定において女性や女の子が平等に配
慮され、公共社会サービスの恩恵を公
平に受けられるよう、関連省庁の施策
見直しを促進しています。

十代の女の子への保健サービス

2016 年、ユニセフは 91 カ国にお
いて、十代の女の子への保健サービス
を国家予算の最優先事項とする政策を
後押ししました。各現地事務所がデー
タや技術支援を提供したほか、政策議
論を促進し、ジェンダー平等こそが思
春期保健戦略・プログラムの成功の鍵
となることを提唱しています。

十代の HIV/ エイズのリスクは現在、
男の子より女の子の方が高くなってい
ます。そのためユニセフは、国連合同
エイズ計画（UNAIDS）の重点国に対
し、HIV/ エイズ政策を見直し、女の
子を主な対象とする新しいモニタリン
グ・評価ツールを開発し区別して対策
を図るよう働きかけています。また、
HIV と共に生きる妊産婦の治療へのア
クセスを拡充するため、重点国 22 カ

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#EndFGM.

ユニセフは 2 月に報告書を発
表し、現在少なくとも 2 億人
の女の子や女性が女性性器切除

（FGM/C）を実施していること
を明らかにしました。2 月 6 日
の「国際女性性器切除根絶の
日」、ユニセフは国連人口基金

（UNFPA）と共に、2030 年ま
でにこの習慣の根絶を目指す方
針を改めて確認しました。
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国において主導的役割を果たしていま
す。

鉄分欠乏症やそれに伴う貧血も、女
の子に多い健康上の課題です。適切に
治療しなければ、子どもの身体的・精
神的発達に大きな影響を与え、学業に
も差し障りが出てきます。ユニセフは
インドの中央・州政府と協力し、学校
に通う 8,500 万人の子どもたちと学
校に通っていない 2,300 万人の十代
の女の子たちに鉄分と葉酸の栄養補給
剤を提供しました。

女子教育

女子教育に関してユニセフは、初等
教育から中等教育への進学機会の拡充
に力を入れています。2016 年、女子
の中等教育を教育政策の重点とした結
果、国家予算に組み込んだ国は 2015

年の 27% から増加し、世界全体の 3
分の 1 に上りました。ユニセフはジェ
ンダー平等への取り組みをさらに進め
るため、対象 12 カ国において、社会
から取り残された十代の女の子の教育
サービスの拡充を支援しています。

タジキスタンのユニセフが支援す
る中学校では、教育継続の妨げになっ
ている社会的習慣や文化規範を乗り
越えて学校に通い続けるため、十代
の女の子たちが同じ問題や悩みを持
つ者同士で支え合うグループを作っ
ています。また、アフガニスタンで
ユニセフが支援する「女子の教員養
成 機 会（Girls’ Access to Teacher 
Education）」 プ ロ ジ ェ ク ト で は、
718 人の女子生徒が養成プログラム
に参加し、奨学金支援や指導を受け
ました。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#EndChildMarriage.

3 月 8 日の「国際女性デー」に
ユニセフは『ロマンチックな結
婚式―ただひとつを除いては（A 
Storybook Wedding – Except 
for One Thing）』と題した動画
を発表しました。この動画は、
毎年何百万もの 18 歳未満の少
女たちが強制的に結婚させら
れ、子どもとしての権利を剥奪
されていることに警鐘を鳴らす
ため、人気ウェディングブログ
を運営するブライダル・ミュー
ジングズの協力を得て制作され
たもので、約 3,100 万回再生さ
れています。
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左： コートジボワールの小学校で、授業を
受ける女の子
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公共部門では、ジェンダー課題
信託基金（GTTF）の初期拠出国
であり、長年ユニセフを支えてき
たルクセンブルクが引き続きジェ
ンダー平等の力強い提唱者として
国際社会をリードしました。ルク
センブルクは 2015 年、議長国
として欧州連合（EU）理事会を
取りまとめ、ジェンダー行動計画
の採択に貢献するなど、これまで
も女性と女の子の権利を擁護して
きましたが、2016 年もこうした
過去の取り組みの流れを汲んだア
ドボカシーを継続しています。

@UNICEF: 

パートナーとの連携

バトゥラ・シド・バラカウさん
は伝統的助産師として約 25 年間
働いています。経験が豊富で評判
も良いため、娘の女性性器切除

（FGM/C）を依頼する家族が後を
絶ちません。

ソマリアは女性性器切除の風
習 が 根 強 く、 実 施 の 割 合 が 世
界で最も高い国のひとつです。
2016 年 12 月、「父親は、割礼
がないと娘は結婚できないと信
じています。割礼を確認するた
め、母親か祖母が付き添います」
と バ ト ゥ ラ さ ん は 過 去 を 振 り
返って言いました。

何度も女性性器切除を行ってき
たバトゥラさんですが、最終的に
これは間違っているという結論に
達し、現在は反対活動を行ってい
ます。この 180 度の方向転換の
きっかけとなったのは、モガディ
シュで参加したワークショップで
した。そのワークショップは、ジェ

ンダーに基づく暴力に関する意識
向上と抑止を目的にユニセフが現
地パートナーと主催したもので
す。

15 週間のプログラムで、参加
者は、人権、寛容、正義に関する
意識向上研修を受けます。トレー
ニングを受けたコミュニティメン
バーの下で議論し、最終的に女性
や女の子に対するさまざまな暴力
の解決策を導き出しています。ま
た、その解決策を具体的な行動に
移すため、研修修了後もユニセフ
による支援が行われています。

バトゥラさんは女性性器切除の
請負を止め、他の人にもその風習
を止めるように説いています。「自
分の過去の過ちの所為で苦しんで
いる女性たちを見ると母親として
胸が痛みます。孫娘たちが同じ苦
しみを味わないようにしたいと
思っています」とバトゥラさんは
話します。

CHILDREN AND YOUTH IN FOCUS
バトゥラ助産師の選択：元施術者が反対派に転じるまで（ソマリア）

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#GlobalGoals.

ジェンダー格差是正に貢献した
個人や組織に贈られるグローバ
ル・ゴールズ賞。ユニセフが主
催した9月の第1回授賞式では、
児童婚と闘うタンザニアの弁護
士レベカ・ギューミさん、地中
海渡航中にボートに同乗してい
た人々を溺死から救ったシリア
出身の若い水泳選手ユスラ・マ
ルディニさん、パキスタンで女
性や女の子たちの健康ケアを行
う団体ドクターズ（DoctHERS）
の 3 者がそれぞれ受賞しまし
た。

右上： 女性性器切除（FGM/C）が引き起
こす弊害について語るバトゥラ助産師
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女の子への水と衛生の取り組み

ユ ニ セ フ は、 学 校 で の 水 と 衛 生
（WASH）の改善に向けたプログラム
や人道危機対応において生理の衛生管
理改善を提唱し、女の子と女性の尊厳、
安全、健康に焦点を当てた取り組みを
進めています。

こうした取り組みの結果、2016 年
は 30 カ国で学校における生理衛生目
標が設定され、7,183 校 130 万人の
女子生徒が衛生施設を利用できるよう
になりました。女の子が学校に最後ま
で通い続けるには、こうした支援が不
可欠です。またユニセフは緊急事態下
でも施設改善を支援しており、2016
年は 320 万人の女性と女の子に恩恵
をもたらしました。

児童婚を終わらせる

女の子たちは世界各地で不当な目に
遭っており、児童婚のような社会文化
的習慣によってジェンダー格差がます
ます広がっています。毎年、何百万人
もの未成年の女の子が結婚を強いられ
ていることから、ユニセフのジェン
ダー行動計画では、こうした児童婚を
終わらせることが分野横断的な主要重
点課題となっています。

2016 年は対象 12 カ国で児童婚を
終わらせることを目指したコミュニ
ティアウトリーチ活動やアドボカシー

（政策提言）活動を支援し、170 万人
に恩恵をもたらしました。児童婚を終
わらせるという国家戦略を採択した国
の数は 22 カ国に上ります。

デジタルツールを中心としたユニセ
フのコミュニケーションも児童婚対策
に有効であることが証明されていま
す。2016 年 3 月に発表された児童婚
に関するユニセフの動画は公開と同時
に拡散し、3,100 万回以上再生され、
児童婚が子どもの権利を著しく侵害す
るものであるというメッセージが広く
共有されました。

@UNICEF: アドボカシー 2016 
#DayOfTheGirl.

10 月 11 日の「国際ガールズ
デー」において、ユニセフは、
世界の 18 歳未満の女の子たち
11 億人のために投資を行い、
彼女たちの健康、教育、安全を
含む状況を改善することは、彼
女たち自身だけでなく社会全体
にとっても良いことだと指摘し
ています。しかし、女の子や若
い女性たち個々のデータに差が
あることが、多くの国で支援の
制約となっています。

ユニセフは、南アフリカにおけ
る母子保健サービスのアクセスの
改善、範囲の拡大と質の向上のた
め、必要な情報を提供する携帯
メールプログラム「マム・コネ
ク ト（MomConnect）」 の 拡 充
を支援しています。このプログラ
ムは、ユニセフの携帯サービスプ
ラットフォーム「ラピッド・プロ

（RapidPro）」の一部として女性
保健員が情報にアクセスし、健康
に関する女性からの問い合わせに
対して用意された正確な回答を伝
えられるようサポートするもので
す。また、助産師サービスの質の
向上につながる保健アプリも併せ
て発表されています。

@UNICEF: イノベーション 2016

母親のためのモバイル保健アプリ

最後までやり遂げる

ユニセフは 2016 年も引き続き、ジェンダー問題への取り組みを本部・地域・
各国現地事務所の各レベルで強化しました。ジェンダー配慮の視点は、人材、事
業計画、成果モニタリングなど、中核システムに組み込まれています。こうした
取り組みは今後も継続していきます。

また、ジェンダー行動計画の実施最終年度が近付いていることから、ジェンダー
問題への取り組みの成果を検証・評価しています。これまでに達成した成果を踏
まえ、計画の完遂はもちろん、2017 年以降も引き続き効果を持続できるように
することが重要です。


